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取扱 説明 書 


ALMCED トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ さま 

し て あり かとう ご ざい ます 。 

本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 富 用 いた 

だ く た め ぬ め 、 ご 使 月 前 に この 取 抽 説明 書 を 最 徐 ま で お 

読み 下さ い 。 ま た この 取扱 説明 天 は 必ず 保存 下記 い 。 

ご 便 用 中 の 不明 な 点 や イイ 長 合 が 生じ た 時 お 役に立ち 

ます 。 

本 機 は 日本 国内 専用 の め ニ デル で す の で 、 人 旬 色 で 使用 〒 る こと まで きま せん 。 


この 無線 要 を 使用 する に は 、 郵 政 省 の アマ テ ュ ア 無線 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 
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1. ご 使用 の 前 に 


1- 1 


ご 注意 


] 


電波 を 発射 する 前 に 


w ケ ー ス を は ず し て 内 部 に 手 を 触れ な いで 下さ 
い 。 


乾電池 の 十 、 一 を 正しい 方 向 に 入れ て 下さ い 。 


付属 の アン テ ナ を 完全 に 取り つけ て お 使い 下 
さい 。 


@ 温 、 多 混 、 は ほこ り の 多い 場所 は 放 け て ご 使 


@ 汰 部 吉 源 に は 必ず 専用 の アク ティ ブフ ィ ル タ 
ー 何 シ ガ ラ イ ター ケー ブル (ED ロロ -36) を お 
使い 下さ い 。 


ハム バン ド の 近く に は 、 多 く の 業 務 且 無線 局 が 
運用 され て いま す 。 こ れ ら の 無線 局 の 近く で 電 
波 を 発射 する と アマ チュ ア 無 線 局 が 吉 波 法令 を 
満足 し て いて も 、 加 わ ぬ 電波 障害 を 起こ すこ と 
が あり ます の で 、 移 動 運 用 の 叶 に は 、 十 分 ご 注 
意 下 さい 。 

特に 次 の よう な 場所 で の 運用 は 原則 と し て 行 な 
わ ず 、 必 要 な 場合 は 、 管 理 者 の 承認 を 得る よう 
に し まし ょ う 。 

航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹 緑 車両 内 、 業 務 用 
無線 局 及 び 中 継 局 周辺 な ど 。 


2. 付 属 品 に つい て 


開 梱 し まし た ら 付 属 品 の 確認 を し て 下さ い 。 


① アン テ ナ ざ ) 
乾電池 ケー ス 6 
③ ベ ルト クリ ッ プ 
(ビス 6 本) 
② ハ ンド スト ラッ プ 
@ 取扱 説明 書 
e 保証 書 @ 
=) 
| 付属 避 の 取付 け 方 | 
(]) ア ン テ ナ の 取付 け 方 
の y 
ら 、 図 の よう に アン テ ナ コ ネクター 民 を 持っ て 止ま る ま 
oO で 押し な が ら 右 に 回 し て 下さ い 。 
ころ) 


ラン 
己 ベ ルト タリ ッ プ の 取付 け 亡 


付属 の ベル トク リッ プ を ビス 8 本 で 本 体 の 後 制 に 図 の よっ 
取り 付け ます 。 


画 


(G ハ パンド スト ラッ プ の 取付 け 方 


Ss 
RU 


付属 品 に つい て 


電池 寿 病 を 長く する た め に … 


. バ ッ テ リ ー ケ ー ス 内 の ③④、 〇 の 印 に 従い 市 販 の 単 
三 乾電池 本 を 入れ ます 。 

( 長 時 間 運 用 の た め に に ア ルカ リ 乾 電池 の ご 使用 
を お すす めし ます ) 


. 左 図 の よう に バッ テリ ー ケ ー ス の ツメ 本体 後面 
に 合わ せ 、 バ パ バッテリー ケー ス を 挿入 し ます 。(⑧) 
入り きる と カチ ッ と いう 音 が し ます 。 

ツメ が 逆 方 向 に な っ て いる と 入り ませ ん 。 無理 に 
押込 まな いで 下さ い 。 


F ウ 


取り は ず し 方 
バッ テリ ー ケ ー ス ロッ ク を 右 に 押す と ケー ス が 外 
れ ま す 。() 


オプ ショ ン の ニッ カド バッ テリ ーE 昌 ロ -3HN/ 
EBP-3IN/EBP-3EN も 同様 の 方 法 で 着脱 で きま 
す 。 


バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 を DN に する 。( ロ 40) 
使用 し な い 時 は 電源 を 切っ て お く 。 
オー ト パ ワ ー オ フ を 設定 し て お く と 、 電 源 の 切り 忘れ を 防ぐ こと が で きま す 。 


(38) 


送信 時 間 は で きる だ け 短 くす る 。 


W 近著 離 の 交信 は LODW パ ワー で 行う 。 


3. 各 部 の 名 称 と 機能 
3-] 上 面 操作 部 


ペー ジ 
2 が ま 付属 の アン テ ナ を 生 続 する た め の コ ネクター で す 。 
Q ぃ BND コ ネクター を 使用 すれ は 外部 アン テ ナ を 代 続 で | 6 
コネ クタ ー 
きま す 。 

@ 端子 | 当社 オプ ショ ン の スピ ー カ ー プ ラグ 琶 続 敵 子 で す 。 | 一 
 @ MIO 端 子 『 当社 オプション の マイ ク プ ラグ 接続 端子 で す 。 二 き 
に 9 DON AIR/BUSY | 信号 を 受信 する と 緑色 に 点灯 し 、[PTT ] キー を 沙 し て | 


と 2 | 人 信 中 は 赤 名 に 点灯 し ます 。 1 


電源 / ボ リュ ー ム 
| @ の ンコ 


ー 品 [vo 


電源 の DN/DFF お よび 音量 調整 の ツマ ミ で す 。 右 に 
回す と 電源 が 入り 、 さ ざら に 回す と 受信 音 が 大 きく な り | 10 
ます 。 


@ | イケ クルチ ツ マミ | 無 信号 時 の “ザー ツ " と いう 斉 を 消去 する ツマ ミ で す 。| 」」 
「 「SQL] | 石 に 回 す と "ザー ッ ” と いう 音 が 消え ます 。 
| 1 
oo | ダイ ヤル ツマ ミ | 運用 周波 数 の 設定 や メモ リー ーー ン ォ ル ogoaae| 


その 他 各 設定 の 切り 換え 等 を 行い ます 。 


旨 


ぅ 


各部 の 名 称 と 機能 


3-@ 前 後面 、 側 面 操作 部 


@ 
@ 5 
⑭ 
⑫ 
人 
9 
公 @ 
(1 
0 
この キー と 他 の キー を 組み 合わ せ て 使用 する こと に よ | | 
| ファンクション キ ー | り 、 い ろ い お 機能 を 呼び 出す こと が で きま す 。 8 
FUNC| VFO モ ー ド で この キー を 押し て いる 居 メ モリ ー チ ャ | 
ン ネ ル Nu が 表示 し ます 。 
1 1 
外 害 因 
@ 二 この キー を 押し て いる 間 、 送 信 状 態 に な り ま す 。 11 
| PTT! 
@ | LOW PTT キ ー | この キー を 押し て いる 周 、 設 定 の パワ ー と は 無関係 に | 」、 」 
ILOW PTT 1 LOW バ ワー で 送信 し ます 。 
この キー を 押し て いる 間 、 ツマ ミ の 位置 に か か 
MONI・BB | わら ず 、 ツ マミ を 左 に 回 し きっ た 時 と 同じ 動作 に な り 
⑱⑪ っ ます 。( ト ー ソ スケ ル チ 、DTMF ス ケル チ 設 定 中 は 動作 し ませ ん ) 
[MONI [F| キー を 押し な が ら 押 す と バッ テリ ー セ ー ブ 動 作 を 
ODN/DFF し ます 。 | 
Ei 
コー ル テ チャンネル を 呼び 出す キー で す 。 
@ 2 SS [| キー な 押し な が ら 細 す と 、 メ イン バン ド / サ フ バ ン | 
| ド の 切換 え を 行い ます 。 


※PTT と LOW PTT の 両方 を 指し て |PTT 


ー を 押す と 、 送 信 は し な いで 設定 を 終了 し ます 。 
※[FUNC| キー は F' キ ー と 記述 し ます 。 


と 記述 し ます 。 名 設定 モー ド で [PTT | キ 


各部 の 名 称 と 機能 


この キー を 押す と VFO モ ー ド と メモ リー モー ド が 切 
ぁ | ツ MiMW | 換わり ます 。 
キー [F| キー を 押し な が ら 押す と メモ リーOh の 登録 、 消 去 
を 行い ます 。 
@⑩ | CD 表示 部 | 各 機 能 の 動作 、 状 態 を 表示 し ます 。 4 
この キー を 押す と し 〇 ロラ ンプ が 5 秒間 点灯 し ます 。 
MT を 押し な が ら 押 す と スプ リッ ト 動 作 を 行い ま | や 
提 半 ME 
| この キー を 押す と スキ ャ ン 動 作 を 行い ます 。 1] 
@⑯ Be 「 ビ | 同 キー を 押し な が ら 押 す と 送信 出力 パワ ー が 切換 わ | 8 
| り ます 。 
@ | スピー カー | 麺 型 スピ ー カ ー が 内 工 さ れ て いま す 。 8 
⑱ | マイ クロ ホン | マイ クロ ホン が 内 蔵 さ れ て いま す 。 に 
| 周波 数 、 DBH コ ー ド の 入力 を 行い ます 。 
⑯ | キー ボー ド | 中 キー を 押し な が ら 押 すこ と いろ いろ な 機能 を 実行 し | 9 
| ます 。 
の | リド スト ラッ ブ 上 語 呈 の ハン ドス トラ ッ プ を 取り 付け と 下さ い 。 p 
取付 容 
の [ ベル トク リッ プ | PE を 参考 に 付属 品 の ベル トク リッ プ を 取り 付け て 下 2 
取付 容 | さい 。 
| | 13.8V の 外部 還 接続 対 了 で す 。 
@ DO-IN | 当社 オプ ショ ン の アク ティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガラ イタ | 一 - 
ー ケ ー ブ ル (ヒビ DO-36) を 必ず 使用 し て 下さ い 。 
| | 代 ゅ テリ ー ケ ー 
@ | 7ー ブース | 呈 池 交換 は P 3 を 参考 に し て 下さ い 。 3 
ロッ ク 


※ 各 キー の 上 ・ 下 ・ 左 ・ 右 の 表 字 は 


ーーーーーー-! 
FI キー を 押し な が ら 操 作 し た 時 の 機能 で す 。 


各部 の 名 称 と 機能 


3-3 表示 部 
| 
| | マ ママ ーー 
1 1 1 1 | DIALー 。 
Oc/ ロ FI 一 に し ー ト し ーー し し し ーー 
レト 1 ト 1 | 1 | uno) 
グン り 
ロロ ロロ ロロ ロ 
in 由 ロ ロロ 
9 【] 【] 上 
十 T SQ 回 罰 EH9 PSI 思 |A gm $ 
| 9 隆 1 i | 較 | 
⑭ ⑲ ⑯ ⑳⑩ ⑲⑳⑲⑳⑳ ② 
ーー ペー ジ 
① L 送信 出力 LDW バ ワー 設定 時 、 点 灯 し ます 。 | 1| 
の | H | 送信 出力 HIGH パ ワー 設定 時 、 点灯 し ます 。 11 
持 es | スプ リッ トモ ー ド 中 は 3 つと も 点灯 し 、 チ ャ ン ネ ルス 4 
2 コー プ 中 は いずれ か 1 つが 点灯 し ます 。 30 ツ 
| る 送信 中 や スケ ル チ が 開い て いる 時 に 京 灯 し ます 。 I 咽 
マ が 点灯 し て いる メモ リー は 、 メ モリ ー ス キャ ン 中 に 
⑧ マ | スキ ッ プ され ます 。 ま た 、DS ロ コー ド 設 定 中 の 点灯 は 上 
、 | 克 信 を 許可 する コー ド を 表し ます 。 
上 
| る M メモ リー モー ド で ある こと を 表し ます 。 17-19 
| の | 謀 | ※ 信 、 受 信 の 強 さ を レベ ル 表 示し ます 。 店 
ゅ | pu 点灯 中 に [キー を 押し な が ら 送信 する と オー ト ダ イ | 49 | 
|「 アル メモ リー の コー ド を 送出 し ます 。 還 | 
⑧ KL キー ロッ ク 状態 を 表し ます 。 38 
⑯ PTT キ ー ロ ッ ク 状 態 を 表し ます 。 8 」 


各部 の 名 称 て 機能 


プラ イオ リティ 中 に 点 旭 し ます 。 


晴 
コ 


メモ リーN を 表示 し ます 。 


③ 
こさ 
に =1 
選 


送受 信 周波 数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 数 、 チ 
⑬ 本 が ね ャ ン ネ ルス テッ プ 、 ロ ロニ ド :、 回 AL コー ド 着 トー 


表示 し ます 。 
| 
1 ⑭ | エ シフ ト 方 向 (、 一 ) を 表示 し ます 。 33 | 
トー ン エ ンコ ー ダ 、 ト ー ン スケ ル チ の 設定 状態 を 表示 | 34 53 
TSQ 
し ます 。 35 54 
41 
⑲⑱ (9 同 [ 只 3 DSQ 運 用 状態 を 表し ます ん 
ト 圭 | 
⑰ PS | 点灯 中 の スキ ャ ン は プロ グラ ム ス キ ャ ン で す 。 | 上 
で 
2 点灯 中 の スキ ャ ン は タイ マー スキ ャ ン で す 。 p1 
) 三 ョ 一 縛 語 中 と 
最初 に 電源 を 入れ た 時 に は は 点灯 し て いま す 。 
送受 信 周 波数 オフ セッ ト 周 波数 を 表示 し て いる 時 の | CB 
⑱ | 計上 有朋 抽 諾 | MHz デシ マル ポイ ント で す 。 89 
| スキ ャ ン 中 は 点滅 し ます 。 
に Pl 
⑩ AP オー トバ ワウ ワー オフ 設定 中 に 点灯 し ます 。 3d 
sl 
ム へ ! 計 詩 馬 績 | トー ン 周 波数 を 表示 し て いる 時 の Hz デシ マル ポイ ン | 34 
| 半 ば は | ト で すさ 。 4 
| g BATT 吉池 、 バ ッ テ リ ー の 容量 が 少な く な っ た 状態 を 表し ます 。| 39 
2 S バッ テリ ー セ ー ブ 設 定 中 、 点 灯 し ます 。 | 40 


※ 太 説明 田 で は 各 操作 の 説明 に ある 表示 は DJ- は 40 の も の で すか が 、 周 流 数 以外 は 口 J 
- は 10 も 同じ で す 。 


各部 の 名 称 と 機能 


3-4 キー ボー ド ( 青 文字 機能 ) 
[ 朋 キ ー を 押さ な いと き ー ジ || 了 F] キ ー を 押し な が ら の と き | ペー ジ 
二 - 寺 2 
和 守 の 入力 ドー クギ ジョ コー タダ / デ ョ ー タ に 9 58 
9 ー ン 周波 数 の 設定 35 54 
シフ ト 方 向 、 オフセット 周波 数 
数 字 の 入力 ン NANS22 全 8 
還 Me の 設定 
数 字 の 入力 | シフ トス ブリット の リバ ー ス 動作 | 3 
コー ド 送 幅 ま で の 時 間 設 
電光 DSQ ド 送 出 まで の 時 間 設 | 
邊 PP 
数 字 5 の 入力 19 | メモ リー スキ ッ プ @93 
< | 数 字 B の 入力 チャ ン ネ ルス コー ブ 本 -30 
の | 数 字 7 の 入力 キー ロッ ク 、PTT ロ ッ ク 生 
TMMS ーー ] 
の 数字 B の 入力 タイ マー スキ ャ ン 設 定 
| 数字 9 の 入力 | オー ト パ ワ ー オ ン フ 設 定 39 
L レ し レ し u。 パ パー パー し ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーー 
| | 数 字 0U の 入力 チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 設定 | 16 
| as | 周 敷 、 メ モリ ー|DTMF コ ー ド VRE 
| * NN の DOWN | x の 入力 | 14 IDOWN 放 1 
誠 。 | 周波 数 、 メ モリ ー| DTMF コ ー ド | 17 || VFOD モ ー ド で の メモ リー の 
* | NG の UP 時 | UP 
| BIME コ = ド ト ー 1 の 02 | 
開 | クイ オリ ティ 全て A カ 則っ ト 調 
DIAL M レビ ピー ター 運用 設定 | DTMF コ ー ド R ー: | 4 
C⑧ 還 35 | オー ト ダ イア ラー 設定 
| 008 | B の 入力 | 50 | 
。=y [周波 数 入力 の | 桁 | DTMF コ ユー ド 
て 革 ! と ニー プ j 
| 上 の 入 な | UI2X モ リー ジット 19 
DsesET 直 DTMF コ ー ド ! 4 
謗 モー ド 設 定 コー ド 設 定 
| 誠 DSQ | ロカ 4 | DS ロコ ー ド 設定 4@ 


・「PTT | キー を 押し な が ら [F| キ ー を 押す と DTMF コ ー ド が 送出 され ます 。 
・ < 、 < キー に より 周 汽 数 や メモ リー チャ ン ネ ル を 変え る と き 、 押 し 続け る ご 較 続 し 
て 変化 し ます 。 


4. 基 本 の 使い か た 


4-1 受信 する 
| 受信 の 手順 
1 . 電源 DIN と 音量 調整 


を 右 方 向 に 回 し て 電源 を 入れ ます 。 
さら に 回 すこ 音量 が 大 きく な り ま す 。 適当 な 音量 に し て 下さ い 。 


DJ-G4_ DJ-GI0 
1 ゴ 35g 4570 


『 ウ 


スケ ル チ を 調整 する 。 
11SQL | を ゆっ くり と 右 に 回 し て ゆき 、“ ザ ーッ ” と いう つう 音 が 消え る 位置 に セッ 5 


| ます 。 


に 


. 周波 数 を 設定 する 。 


嘆 
| [3TVFD モ ー ド で の 周波 数 設定 方 法 」 に 従っ て 希望 の 周波 数 に 設定 し て 下さ い 。 
信号 を 受信 する と スピ ー カ ー か ら 昔 声 が 半 こ えま す 。 


介 計 二 中 の 表 ぶ 
① 日 U ロ マラ ンプ が 緑色 に 点灯 し ます 。 


@⑥S/ ロ が 点灯 し 、 受 信 感 度 を ロメ ー タ に 表示 し ます 


に 


人 | て 下さ い 。 ス ケル チ が 


SE 3 涼 2  h の 開き 弱い 信号 も 受信 
し や すく な り ま す 。 


し ー 
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拒 本 の 使い か た 


4-P 送信 する 

| 送信 の 手順 

1 . 周波 数 を 設定 する 

P13「 ツ F ロ モー ド で の 周波 数 設定 方 法 」 に 従い 、 周 波数 を 設定 し て 下さ い 。 | 
p . 送信 する 

| PTT | キー を 押し 、 本 体 前 面部 の マイ クロ ホン に 向かっ て 誌 し ます 。 


送信 中 は DIN AIH ラ ンプ が 赤く 点灯 し ます 。 


送信 が 縦 わっ た ら | PTT | キー を 本 し て 下さ い 。 
受信 に 戻り ます 。 


| 療 人 出 


[F! キ ー を 押し な が ら g 強 。 キ ー を 押し ます 。 


押す 度 に 設定 が 変わ り ます 。 
設定 バ パワー に より 送信 中 の 表示 が 異 り ま す 。 


MI ロバ ワー( 初 期 ) LOUW パ ワー 
正己 三 三 三 gm ニニ 中 
月 3 由 戸 」 
399 300 」 
1 約 1W 約 DDmW 5W3.BV 時 


Re 
Oo 


l LOW バ ワー で 送信 する | 設定 パワ ー に か か わら ず し W パ ワー で 送信 し ま 


「 
H 


LOW PTT | キー を 押し 、 本 体重 面部 の マイ クロ ホン に 向かっ て 話し ます 。 | 
MAl | 
LOW PTT | キー を 沖 し て いる 送信 中 
問 は LOW パ ワー で 送信 し キー 人 司 == 
を 林 す と 元 の 設定 に 戻り ます 。 339 
ーー 


基本 の 使い か た 


4-3 メイ ン バ ン ド と サブ バン ド に つい て 
DJ-G40/ ロ J-G10 は メイ ン バ ン ド と サブ バン ド の 8 つの 周波 数 責 が 使用 で きま す 。 メ 
イン バン ド で は 送信 と 受信 が で きま す が 、 サ ブ バ ンド で は 受信 し か で きま せん 。 


メイ ン バ ン ド サブ ゴブ バ ンド 
受信 範囲 受信 範囲 


| 


DJ-G40 | 430.00 一 438.885 [144 .00 一 145.885 


DJ-G10 | 144.00 一 145.995 | 430.00 一 439.985 
| NUM RG 0 (単位 : MH2) 
サブ バン ド を 受信 する | 
① < 敵 。 キー を 押し て VF リ モー ド に し ます 。 

M や が 点灯 し て いる 時 は バン ド 再 は その まま で 、 還 

\VFO モ ー ド に な り ま す 。 
di5 
@|[F| キ ー 人 提 V6 が の 生 才 ます 

サブ バン ド 受 信 に 変わ り ま 
思 の 
Hg 

| (解除) もう一度 同 じ 操 作 を する と メイ ン バ ン ド に 戻り ます 。 


サフ バン ド 撮 作 
・[PTT | キー を 押し て も 送信 で きま せん 。 

*0FF" RS 内 オ コ 

・ ト ー ン 設定 、 シ フト 設定 、DSQ 設 定 、 ス プリ ッ ト 

(リバ ー は に きま BED き の 還 り 所 
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基本 の 使い か た 


4-4 VFOU モ ー ド で の 周波 数 の 設定 方 法 
本 機 に は VFO モ ー ド 、 メ モリ ー モ ー ド 、 コ ー ル モー ド の 3 つの 運用 モー ド が あり ます 。 
最初 に 電源 を 入れ た 時 に 宮 示 され る の が VF ロ モー ド で 簡単 に 局 波数 を 変更 し た り 、 台 竹 
機能 が 設定 で きま す 。 VF ロ 周波 数 の 設定 に は ダイ ヤル ( 式 ) に よる 方 法 、UP/D ロ WIN の 
キー に よる 方 法 、 ダ イレ クト 入力 の 3 つの 方 法 が あり ます 。 


| ダイ ヤル で 周波 数 を 設定 する 


1 . VF ロ モー ド に する 
| 人 9 の モー ド な ら 下 の "湯屋 モー ド の "に っ て VO モード に し ます 


VF ロ モー ド は 周波 数 の 左 に M も も 点灯 し ませ ん 。 


、 3389 


. チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で 変化 させ る 
人 施 を 回 すこ | チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で VFD 周 波数 が 変わ り ま す 。 


「 ら 


右 に 回 す と り ピ し 、 左 に 回 す と D ロ WN し ます 。 
チャ ン ネ ルス テッ プ の 初期 値 は 80kHZ で す 。 
変更 の 記法 は PI6 を お 読み 下さ い 。 


3 ] 5 
1 MHz 単位 で 変化 させ る 
F] キ ー を 押し な が ら 四 を 回 す と 1 MHZ 単位 で 周波 数 が 変わ り ます 。 


C う 


右 に 回 す と UP し 、 左 に 回 す と ロ OWN し ます 。 


基本 の 使い か た 


UP/DODWN キ ー で 周波 数 を 設定 する | 
1 . VFD モ ー ド に する 


ロロ 13 "運用 モー ド の 切換 え ” に 従っ て VF ロ モード に し ます 。 


T ロ 


. チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で UP する 


1 うど 


CO 


\" キー を 押す と チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で 周波 数 が DOWIN し ます 。 


きり 2 


( 例 ) チ ャ ン ネ ルス テッ プ 8UkHz の と き 


けり | ge 


2 UP/DOWN キ ー の リピート 機能 


MR4A 。 MRY 


て むだ 、 で キー は 0.5 秒 以上 押し 続け る と 設定 が 達 続 し て 変化 し ます 。 周波 数 の 設定 時 以 
外 で も 同様 で す 。 


拓本 の 使い か た 


キー ボー ド を 使っ て 周波 数 を 設定 する | 

1. VFO モ ー ド に する 

13 "運用 モー ド の 切換 え ” に 従っ て VF リ モー ド に し ます 。 

. 周波 数 を 入力 する 

( 例 )435.00MHHZ を セッ ト す る (チャ ン ネ ルス テッ プ E0kH2Z) 

IO0MHz 台 か ら 順 に [4|-[3|-(5] -[Q]- [9Q] を 入力 し ます 。 EE 
10kHz 台 を 入力 する と 少し 長く ピー 音 が 喝 り "35 
設定 が 完了 し ます 。 


下記 の 範囲 内 の 周波 数 が 入力 で きま す 。 ンク 
DJ-G46 430.00MHz 一 439.99MHZ (サブ バン ド 設 定 了 時 に は サブ バン ド 
DJ-GID 144.00MH ァ ー145.99MHz 側 も ダイ レク ト 入 力 が で きま す 。) 


| 

(注意) 周波 数 入力 開始 後 5 秒間 操作 が な いと 周波 数 入力 を キャ ン セ ル し 、 元 の 周波 
数 に 戻り ます 。 
完了 音 ( ビ ピー) が 只 る の を 確認 し て 下さ い 。 


「 ら 


人 W 多 チャ ン ネ ルス テッ プ に よる 入力 方 法 


チャ ン ネ ルス テッ プ に よっ て は | kHzZ 台 の 入力 が 必要 な 場合 、 ま た 1HkHZ 台 で 入力 を 
受け 付け な い キ ー が あり ます 。 


5 kHz kHzZ 台 まで 入力 し て 下さ い 。 1 kHzZ 台 は 以外 の 入力 は 0 に な り 
に 
10KHZ DkH ロ z 台 で 入力 完了 。 
12.5kHZ UkHZ 台 で 入力 完了 。1UKHZ 台 は [4] [9] の 入力 は 無効 で す 。 
gUKHz IUKHz 台 で 入力 完了 。 
85kHZ OkHZ 台 で 入力 完了 。10kHz 台 は {9! 1 
5UkHZ UKHZ 台 で 入力 完了 。 


[5! [| の み 入 力 で きま す 。 


入力 途中 の キャ ン セ ル 入力 中 !IC」 キ ー を 提 す と ひと つつ 前 に 戻り ます 。 又 、 
[PTT」 か 交 > キー を 押す と 、 元 の 周波 数 に 戻り ます 。 尚 、 入 力 の 途中 で 5 秒 
以上 入力 が ない と 、 元 の 周波 数 に 戻り ます 。 


大 本 の 使い か た 


| チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 する | 
チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 は VF ロ 周波 数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 (F33)、 ス キャ ン (PP1)、 


チャ ン ネ ルス コー プ (PZ4) 時 の 基本 単位 と な る 周波 数 で す 。 初 期 値 は 2HkH ン で す が 、 変 更 
する こと が で きま す 。 


①VFD モ ー ド で 、[F| キ ー を 押し な が ら 3 ゝ キー を 押し ます 。 


! と に 才 引 チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 モー ド に な り 、 現在 の 設定 値 が 
表示 され ます 。( 申 位 kHZ) 


メイ ン バ ン ド / サ ブ バ ンド は 
別々 に 設定 で きま す 。 


と ュ MR iMR〒 


@ 表 、 党 、 補 キー に より 、 以 下 の い ずれ か 選べ ます 。 


内 


| 5.0 0.0 上 2.5 15.0 上 - 20.0H 25.0 - 36.6 50.9! (kHz) 


( 終 了 ) < 時 。、 [キー と め 、[PTT] キー の いずれ か を 埋 し ます 。 
メイ ッ ル ツバ [ 加 キー と 幸 キー を 押す と トー ン 設 定 モ ー ド に 、 上 RI 


の み て な キー を 押す と オフ セッ ト 設 定 モ ー ド に な り ま す 。 


(注意 ) メモ リー モー ド や コー ルモード で は 動作 せ す 、 無 効 音 が 只 り ます 。 


電 周波 数 の 補正 に つい て 


チャ ン ネ ルス テッ プ 和 変更 や 局 波数 ダイ レク ト 入 力 の 直後 に 1 ステ ッ プ 周波 数 分 U ビ / 
1 DOWN す る と 、 細 動 的 に 周波 数 が 補正 され る 場合 が あり ます 。 


1 
1 


( 倒 ) チ ャ ン ネ ルス テッ プ 10kHZ で 433.61MHZ 時 に ステ ッ プ を 8UKHZ に 変更 し 


ょ たよ ロト 
た 場合 


つ ー 1 ステ ッ プ リロ する と 433.68aMHZ に な る 。 


5. メ モリ ー モ ー ド と コー ルモード 
5- 1 メモ リー チャ ン ネ ル の 使い か た 


よく 使う 周波 数 や 運用 設定 を メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 し こ お く と 、 簡 単に 呼び 出す こ 


と か が で ます 。 本 機 に は 以下 の メモ リー が あり ます 。 


メモ リー に 登録 で きる 情報 
① 受 信 周 波数 
シフ ト 方 向 
③ オ フ セ ッ ト 周 流 
ー 央 了 回 0 ②③ トー ン 設 定 ・ 周 波数 
コー ルチャ ン ネ ル | 145.0UMHz ロロ 設 定 
メモ リー チャ ン ネ ル デ ー タ の 呼び 出し か た | 
1 . メモ リー モー ド に する _ 
VFD モ ー ド で < キー を 押し ます 。 
へ ング の 
8 の ラ M と メモ リー が 表示 され 、 ー 衣 
Q メモ リー モー ド に な り ま す 。 
き 店 , 3300 | 


、 メモ リーN を 選択 する 


F「 ウ 


肌 か < キー、 < キー で チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


呼び 出し 順 UP 「 DOwN 
ke | oh 単位 リア アポ 


1 | L 記 
| 10oh 単 位 | 押し な が ら | 押し な が 


| 1 ! E 
ch0 と 日 上 
(DOWN 時 は 逆 方 向 ) | 了 
販 
M 表 示 に つい て 


| M 点 灯 
メモ リー 登録 され | 4 
た 生ま mIM 30g 


9 = 


デー タ 登 録 さ れ て い 
ませ ん 。 ソロ デー タ 
を 表示 し ます 。 


人 、 し L、 昌 の 時 10GH 単 位 の UP/DOWN は 受付 け ま せん 。 


メモ リー モー ド と コー ルモード 


メモ リーch に デー タ を 登録 する 
工場 出荷 時 に は メモ リーch 0 一 73 に は デー タ が 登録 され て いま せん 。 
メモ リーch を 運用 する に は まず デー タ の 書き 込み を 行っ て 下さ い 。 
1 . 周波 数 を 設定 する 


VFO モ ー ド で 登録 し た い 周波 数 に 設定 し て 下さ い 。 


その 他 シ フト 方 向 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 数 等 を 必要 に 応じ て 設定 し て 下 
さい 。 


cg. メモ リーcoh を 選ぶ 


< あ MR 


[F] キ ー - を 押し な が ら 、C ジ キー で M 点 減 チ ャ ン ネ ル を 選び ます 。 


VFO モ ー ド で [|F| キ ー を 本 ea 
押し て いる 間 は チャ ン ネ ル MC 


Nu が 表示 され ます 。 


3. メモ リー に 登録 する 

四 キ ー を 押し な が ら 入 キー 5 

完了 音 が 鳴り 、 メ モリ ー に 

ED 

M は 吉 灯 し 、 相 キー を 杏 す 。 op 359 
と 消灯 し ます 。 し 

M 点 灯 チ ャ ン ネ ル を 選ん で 登録 する と 古い デー タ が 消 

えて し まい ます 。 


メモ リー モー ド で の 登録 の し か た 
メモ リー モー ド で MM 点滅 時 (X モリ ーCh に デー タ が な いこ と を 表し ます }) に [F! キ ー を 
押し な が ら < 義 。 キー を 押す と 表示 デー タ が メモ リー 登録 され ます 。 M は 点滅 か ら 点 灯 
に 変わ り ま す 。 


メモ リー モー ド と コー ルモード 


| メモ リー デー タ を 消去 する | 

1 . メモ リー モー ド に する 

6 メモ リーoh を 選ぶ 

メモ リー モー ド で 消去 し た い メ モリ ーch(M 点 灯 ) を 選び ます 


3 . デー タダ を 消去 する 
[F! キ ー を 押し な が ら < 夫 。 を 押し ます 。 


完了 斉 が 鳴り 、 デ ー タ が 消去 され まし た 。 
周波 数 等 の 表示 は その まま で M が 未 大 し ます 。 も う 革 g357H 
一 度 |F| キ ー と < マ 之 キー を 押す と デー タ が 再 登録 1 
され ます 。 
注 意 ) デー タ 消 去 後 、 チ ャ ン ネ ル を 変え た り 、 他 の モー ド に 変え こり する と デー タ の 
再 登録 は で きま せん 。VFD デ ー タ が 表示 され ます 。 


メモ リー デー タ を VFO に 移す | 
| メモ リー モー ド で [F] キ ー を 捧 し ながら? キー を 押し ます 。 


メモ リー デー タ が VFO に コピ ー さ かれ 、 
VF ロ モー ド に な り ま す 。 


(注意) 現在 の メモ リー チャ ン ネ ル に デー タタ が な い 場 合 は 無効 音 が 鳴り 、 動 作 し ま 
セ ん 。 


メモ リー モー ド と コー ルモード 


j-P コー ルチャ ン ネ ル の 使い か た 


呼び 出し 周波 数 (コー ルチャ ン ネ ル ) を 運用 する モー ド で す 。 
コー ルチャ ン ネ ル は メモ リー に 放 憶 され て お り ( ロ 17) 通常 の メモ リー て 同様 に 使う こ 


と が で きま す 。 
コー ルチャ ン ネ ル の 呼び 出し か た 


| VFO 又 は メモ リー モー ド で " 殆 キー を 押し ます 。 
が 表示 し 、 コ ー ル モー ド に な り ま す 。 


工場 出荷 時 周波 数 
DJ-G40D 433.0HMHz 同 衣 
り 
DJ-GI0 145.00MHz 900 
DALL モ キー ド で ' 窒 守 キー か < 半 。 キー を 電 す と 元 の VFD リ か メモ リー モー ド に | 
戻り ます 。 | 
ーー 
。 周波 数 を を 設定 する 
和 
1 隊 ド で 新しい コー ル 周 波数 を 設定 し て 下さ い 。 
C. ロ チ ャ ン ネ ル を 選ぶ 
[キー を 押し な か ら < か キー を チャ ン ネル が 表示 され る まで 押し ます 。 | 


3. メモ リー に 登録 する 


| 末 キ ー を 押し な が ら < 壮 。 キー を 押し ます 。 


1 
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6. 各 機能 の 使い か た 
B-1 スキ ャ ン 


スキ ャ ン と は 周波 教 や メモ リーCh を 


す 機 能 で す 。 ス キャ ン に は 次 の 3 種類 が あり ます 。 


画 バ ンド スキ ャ ン 


バン ド 内 の 全 範 囲 を スキ ャ ン し ます 。 


プ ログ ラム スキ ャ ン バン ド 内 の 提 定 範囲 を スキ ャ ン し ます 。 


還 メ モリー ス キャ ン 


エッ ジ 周 波数 は メモ リー 日 (上 隈 ) と L (下限 ) に 記憶 し て お き 


自動 的 に 変化 させ 、 信号 の 出 て いる チャ ン ネ ル を 探 


ます 。 (周波 数 が し 生日 の 時 バン ドス キャ ン に な り ま す 。) 


メモ リーoh(0 一 78) を スキ ャ ン し ます 。 


いずれ も 最後 に P/DOWN 操 作 レ た 方 向 に スキ ャ ン を 行い ます 。 
| スキ ャ ン 再 開 条件 を 設定 する | スキ ャ ン 動 作 中 で も 設定 可能 で す 。 


信号 を 受信 する と スキ ャ ン は 一 時 停止 し ます が 、 再 開 する 条件 は 8 種類 あり ます 。 


キー を 押す 度 に スキ ャ ン 再 開 条件 が 切換 わり ます 。 


e タイ マー スキ ャ ン 
スキ ャ ン 停 止 後 、5 秒 経過 する る 
か 5 秘 以内 に 信号 が な く な る 3 | 
と スキ ャ ン 再 開 し ます 。 トニ ニュ に 。 | 
工場 出荷 時 は タイ マー W ビ ジー スキャン 還 ー 
スキ ャ ン で す 。 信号 を 受信 し て いる 間 、 ス キャ ン 
胃 動作 が 止ま り ま す 。 信 号 が 8 紗 『 ゴ コ 7 
| 途切れ る と スキ ャ ン 再 開 し ます 。 
バン ドス キャ ン | バン ド 内 の 全 範囲 を スキ ャ ヤン し ます 。 
| | スタ ー ト | ①VFO ワ モー ド に し ます 。 
⑧.s 計 。 キー を 押し ます 。 
デシ マル ポイ ント か 点滅 バン ドス キャ ン 〒 


スト ッ プ | < 、 < 英 。、[ PTT ! キ ー の いずれ か を 押し 


し 、 チャ ン ネ ルス テッ プ 単 | 
仁 で スキ ャ ン を 行い ます 。 


誕 


音 機能 の 使い か た 


l プロ グラ ム ス キ ャ ン | メモ リー し と の 問 を スキ ャ ン し ます 。 


1 . 下限 周波 数 (し ) を 設定 する 

! ①VFD モ ー ド で 下限 の 周波 数 を 設定 し ます 。 
RC 
③[F キー を 押し た まま = 燃 絡 > キー を 押し ます 。 


ココ 


Nd 


- 上 周波数 (H) を 設定 する 
同上 の 手 で メモ リー 日 に 上 限 周波 数 を 登録 し ます 。 


93399 


| 


(注意) 同 - バ ンド 内 で 、 必 ず メ モリ ーH の 周波 数 が メモ リー し より 大 きく な る よう 
に 設定 し て 下さ い 。 そ れ 以 外 の 場合 は バン ドス キャ ン 動 作 に な り ま す 。 
3. スキ ャ ン の 開始 と 終了 


MS ll VFO モ ー ド で [F: キ ー を 挫 し な が ら < 必 キー を 押し ます 。 


守 FE 


P ら が 応 灯 、 デ シマ ルポ イ 
ント が 点 洲 し 、 チ ャ ン ネ ル プロ グラ ム ス キ ャ ン 中 


ステ ッ プ 昌 位 で スキ ャ ン を | 
行い ます 。 | 
に s 時 


スト ッ プ | 9 光 、. 議 。、[F] キ ー と < 、「PTT 」 キ ー を 押し ます 。 
ロ ら は 消灯 し ます 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 寺 囲 


ブ プ コ グラ ム ス キ ャ ンス ター ト 位 置 が 右 圏 A、 
B、 じい ずれ の 場合 も 巳 の 範囲 を スキ ャ ン し 
ます 。 
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各 機 能 の 使い か た 


ee 人 
[スタ ー ト | ①。 壮 > キー で メモ リー モー ド に し ます 。 
の = キー を 押し ます 。 
スキ ャ ン 中 は デジ マル 
ポイ ント が 点滅 し ます 


メモ リーcCh に 登録 され た 
周波 数 を スキ ャ ン し ます 。 


> 、 sc 、、PTT キー の いずれ か を 押し ます 。 


| スキ ャ ヤン し な い チ ャ ン ネ ル の 設定 (スキ ッ プ ) | 
メモ リー スキ ャ ン 時 に スキ ャ ン さ れ な い GCh を 設定 で きま す 。 


① メ モリ ー モ ー ド に し ます 。 
⑧ ス キッ プ す る メモ リー を 選び ます 。 央 ーー 明 
| ⑧[F] キ ー を 近 し な が ら <> キー を 押し ます 。 


MM の 上 の 定か 点灯 し 、 ス キ ーー ーー 
ャ ン 時 に 無視 され ます 。 


(解除) が 点灯 中 に 同じ 操作 を 行う と は 消灯 し 再び スキ ャ ン の 刀 象 と な り ま 
す 。 


作 スキャ ン 方 向 を 変え る | | 志和 スキ ャ ン 中 の プラ イオ リティ 


| UP 向 | Mo あま ュー | | | スキ ヤン 中 に < 辻 キ ー を 押す と プラ イオ リ 
ーーーーー 5 ティ が 同時 に 動作 し ます 。 (36) 
DO | < 介 、 学 キー | 


スキ ャ ン 中 に 上 記 の 操作 を 行う と スキ 
ャ ン 方 向 が 変わ り ま す 。 


っ ( 和 ま ) ロロ が 設定 され て いて も スキ ャ ン 中 、 ス ケル チ は 一 時 的 に 解除 され ます 。 


各 機 能 の 使い か た 


B-P チャ ン ネ ルス コー プ 

チャ ン ネ ルス コー プ と は 周波 数 表示 チャ ン ネ ル を 受信 し な が ら 、 周 辺 の チャ ン ネ ル の 受 
信 状 況 を レベ ル 表 示す る 機能 で す 。 

(通常 受信 時 ) 


メー ター 横 方 向 に 7 レベル で 表示 し ま 
す 。 


(チャ ン ネ ルス コー プ 中 ) }: ここ: 導 EPS 時 
| こ == ミ ミミ ニニ.. 表示 周波 数 (ツヤ 吉 和 ) を 中 心 に 7 波 の 受信 レ 


317 | ベル を タテ 方 向 に 4 レベ ル で 表示 し ます 。 
@ 表示 周波 数 を セン ター 周波 数 (セン ター チャ ン ネ ル ) と いい ます 。 
ゅ セン ター 周波 数 を 5 秒間 受信 する 毎 に 上 下 各 3 波 の レベ ル 表 示 を 更新 し ま 
9 
チャ ン ネ ルス コー プ に は 次 の 6 種類 あり ます 。 
還 V ビ ロリ チャ ン ネ ルス コー プ チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で レベ ル 表 示し ます 。 
屋 メ モリ ー チ ャ ン ネ ルス コー プ ブ 時 り 合 っ た メモ リーoh の 周波 数 を レベ ル 表 示し ます 。 


| VFD チ ャ ン ネ ルス コー ブ 
1] . チャ ン ネ ルス コー プ の 開始 と 終了 


| スタ ー ト 」 ① 2 キー で V ビ D モ ー ド に し ます 。 
@②[F| キ ー を 振 し な が ら で て キー を 拝 し ます 。 


チャ ン ネ ルス コー プ モ ー ド で 受信 し ます 。 


セン ター 周波 数 を 5 秒間 受信 する 毎 に チャ ン ネ ルス テ 
ッ プ 序 み で 上 下 各 3 波 の 受 舎 レベ ル を 表示 し ます 。 


スト ッ プ | < 給 - 又は 、[F| キ ー と < 光 キー を 押し ます 。 


各 機 能 の 使い か た 


g 


こら 


. レベ ル 表 示 の 見 方 
( 例 ) チ ャ ン ネ ルス テッ プ ZUKHzZ の 場合 
rーーーーーーーーーーー-433.00MHz 

(BkHZ)438.98 --- - -- ---ーー-、』 ーーーーーーーーーーーー 439.06( 二 0kHz) 
(40kHZ)438.96 --------ー-ー ! 1 に エ ーー ニー ニーーーー-433.04( 十 4DkHZ) 
(BRZ)486204- ボー ジャ ジーant い 人 ト に ささ 0 ナニ 433.06(+80kHz) 
catpinE 上 下 名 3 波 の 表示 は 

7 5 秒 お き に 更新 され 

ロリ 呈す 。 


$ バンド の 範囲 を こえ る チャ ン ネ ル は レベ ル 表 示し ませ ん 。 


. セン ター 周波 数 を 変更 する ' 
* 謝 を 右 に 回 すか ぐ キ ー を 押す と チャ ン ネ ルス テッ プ 分 セン ター 局 波数 がり ロ し 、| 
唱 を を に 回 すか く ジ キー を 押す と DOWN し ます 。 


7 波 の レベ ル 表 示 は | つ ず つ 左 右 に ずれ ます 。 


@|F| キー を 押し な が ら 谷 を 右 に 回 す と セン ター 周波 数 が 1 MHzUP し 、 左 に 回 す 
と DUWN し ます 。 


こら 記 上 ミー | 
| | 93308 


の 新しい セン ター 周波 数 を 中 心 に 7 波 の レベ ル を 表示 し ます 。| 
注意 ) チャ ン ネ ルス コー プ 中 は キー ボー ド に よる 周波 数 入力 は で きま せん 。 


各 機 能 の 使い か た 


| メモ リー チャ ン ネ ルス コー プ 
1 . チャ ン ネ ルス コー プ の 開始 と 終了 


| スター ト | ① <。 キー で メモ リー モー ド に し 、M 点 灯 チ ャ ン ネ ル を 選び ます 。 
5EARCH 


@⑧[F] キ ー を 押し な が ら < キー を 押し ます 。 


テ チャ ン ネ ルス コー プ で 受信 し ます 。 


セン ター チャ ン ネ ル を 5 秒間 受信 する 毎 に 隣り 含 っ た 
チャ ン ネ ル を 上 下 各 3 波 づつ の 受信 レベ ル を 表示 し ま 
す 


9 


スト ッ プ | 。。 又 は 、[F| キー と キー を 押し ます 。 


注意) WM 点 注 チャン ネル や メモ リー スキ ッ プ 指定 チャ ン ネ ル メ モリ ー ロ 、L、 日 
チャ ン ネ ル 表 示 中 に スタ ー ト 操作 を 行っ て も 無効 音 が 鳴り の 、 チ ャ ン ネ ルス 


コー プ モ ー ド に は な り ま せん 。 
メモ リー チャ ン ネ ル の 上 限 、 下 眼 を こえ る レベ ル は 表示 し ませ ん 。 


8. レベ ル 表 示 の 見 方 


( 例 )M 5 、M 5 に デー タ が な い 場 合 


ーー ニーー ニ 上 下 各 3 没 の 表示 は 
5 秒 お き に 更新 され 
ます 。 


に に 

= に 
に に 
1 
し に 4 
| 


WM 点滅 チャ ン ネ ル や スキ ッ プ メモ リー(P83) は 対 外 で す 。 
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各 機 能 の 使い か た 


. セン ター チャ ン ネ ル を 変更 する 


MR 


や キー を 押す と 口 OWN す る 。 


人 を 右 に 回 すか ぎ ) キー を 押す と セン ター チャ ン ネ ル が し 、 便 を 在 に 回 すか | 


夫 


4] 
7 波 の レベ ル 表 示 は 1 つ ず つ 左右 に ずれ ます 。 


スコ ー プ モー ド で の 操作 


VFD ス コー プ 、 メ モリ ー ス コー プ に 共通 で す 。 


1 . セン ター 周波 数 (チャ ン ネ ル ) の 受信 時 間 を 変更 する 
セン ター 周波 数 の 受信 時 間 は 、 スコ ー プ 受信 開始 時 は 5 秒 に 設定 され て いま す が 、 一 時 的 


に 変更 する こと が で きま す 。 


ー コ 


スコ ー ブ モ ー ド で 受信 中 に 下図 の キー を 押し ます 。 


スコ ー プ を 終了 する と 、5 秒 


る 信号 の 有無 に か か わら ず 指 定 し た 時 間 、 セ ンタ ー 周 波数 で 受信 し ます 。 
@ 受 信 時 回 の 変更 は スコ ー プ を 終了 する まで 有効 で す 。 


TONE 


ー で や キー 7 波 の レベ ル 和 表示 を くり 返し ます 。 


(セン ター 周 淫 数 の 受信 音 ほ 出 ま せん ) 


< め キ ー 93 秒間 セン ター を 受信 する と 、 他 6 波 の 
レベ ル 表 示 を 更新 し ます 。 


ご の キ ー 5 秒間 セン ター を 受信 する と 、 他 5 流 の 
レベ ル 表 示 を 更新 し ます 。 ! 
(最初 の 設定 に 戻り ます ) 


< キー セン ター を 受信 し 続け ます 。 
他 6 波 の レベ ル 和 表示 は 更新 し ませ ん 。 


舎 に 戻 り ま す 。 


各 機能 の 使い か た 


p スコープ モー ド て 送信 する 


スコ ー プ 中 に [PTT | キー を 押す と セン ター 周波 数 で 送信 し ます 。 
受信 中 


送信 中 は 7 渡 の レベ ル 和 表示 
を 中 断 し 送信 出力 を 横 方 向 
に 表示 し ます 。 


PTT | キー を 記す と 再び スコ ー プ モー ド で 受信 し ます 。 


9 スコ ー プ モー ド 受 信 時 の 注意 
分 唱 コロ ( ビ 4]) が 設定 され て いて も 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ 中 は スケ ル チ は 一 時 的 に 解 
隊 さ れ ま す 。 

セン ター 周波 数 で 受信 し て いる 時 、 時 々 音声 が 途切れ る こと が あり ます 。 こ れ は 5 秒 
(また は 3 秘 ) に ] 回 周辺 チ セ ン ネ ル の レベ ル 胡 示 を 更新 し て いる た めで す 。 


| VFD チ ャ ン ネ ルス イー プス キャ ン 


スイ ー プ スキ ャ ン こ は 周波 数 を 切り か えな が ら 、 各 チャ ン ネ ル の 受信 レベ ル を 順に 表示 
する 機能 で す 。 音声 は 聞こ えま せん 。 

1 バン ドス イー プス キャ ン の 開始 と 終了 

スタ ー ト | V ビ リロ チャン ネル スコ ー プ 中 に ss 謝 > キー を 押し ます 。 


デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 バ ンド 内 を 最後 に 操作 し た | 
方 向 に スイ ー プ スキ ャ ン を し ます 。 


スト ッ プ | = 器 。 キ ー か iPTT | キー を 押す と ソ ビ ロ チャ ン ネ ルス コー プ モ ー ド に 、 
ic キー を 押す と 、VF ロ 通常 受信 モー ド に 戻り ます 。 
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難 機能 の 使い か た 


p. プロ グラ ム ス イ ー プ スキ ャ ン の 開始 と 終了 
| スタ ー ト | VFD チ ャ ン ネ ルス コー プ 中 に !F] キ ー と ② キー を 抹 し ます 。 


P が 点灯 、 デ シマ ルポ イ ニテ 
ント が 点 泌 し 、 メ モリ ーL と . 9330g 
H の 周波 数 範囲 を スイ ー プ | 


スキ ャ ン し ます 。 


スコ ー プ モー ド に < 商 > キー を 押す と VF ロ 通常 受信 モー ド に 戻り ます 。 


3. レベ ル 表 示 の 見 方 
スキ ャ ン 亡 向 は 最後 に 操作 し た 方 向 に な り ま す 。 


3 の の お ぱ BE ー180k 
00 KN 42 | 、 
(ステップ 前 1D0k 《UP 方 向 スキ ャ ン ) 
20kHz 汰 5 MM に 回 
全 2EGRRBRS 表示 周波 数 を 1 ステ ッ プ すず 
MRAZSHI2 ま ー40k つ UP し な が ら レ ベル 表示 し 
1 あ 計 ee ーEOK | 
に En 99300 ます 。 1 
| ーー ママ | (表示 周 流 数 ) 
399 | 
(りり 
J 
+Ja0k 8 (DOWN 方 向 ス キャ ン 〉 
100K -----ーーーーーー ea 加 
夫 の SS コロ 表示 周波 数 を 1 ステップ ず 
+BOk ーーーーーー つ DOWN し な が ら レ ベル 表 
の 示し ます 。 
UK だ = は 1 LT 1 
483.00 ーー ド ュ リュ 1 1 


貞 “だ 、 人 キー に より 、 
スキ ャ ン 方 向 は 変え られ ます 。 


宮 機 能 の 使い か た 


メモ リー スイ ー プ スキ ャ ン 

メモ リー 周波 数 を スイ ー プ スキ ャ ン し ます 。 

1 . メモ リー スイ ー プ スキ ャ ン の 開始 と 終了 
「 ス ター ト | メモ リー チャ ン ネ ルス コー プ ブ 中 に <。 キー を 担 し ます 。 員 


デジ マル ポイ ント が 点滅 し 、M 点 灯 メ モリ ー を スイ ー プ 
スキ ャ ン し ます 。 


スト ッ プ | < キー か | PTT | キー を 押す と メモ リー チャンネル スコ ー プ モー ド 
に 、< 交 。 キ ー を 押す と メモ リー 通常 受信 モー ド に な り ま す 。 


レベ ル 表 示 の 見 廊 
スキ ャ ン 方 向 は 最後 に 操作 し た 方 向 に な り ま す 。 


r ウ 


) 《(UP 方 向 ス キャ ン 》 


表示 メモ リー を 右端 に 、 番 号 の 小さ い 方 に 鏡 
接する BB メモ リー の 受信 レベ ル を 表示 し ま 
8 


プ c 


1 チャン ネル ずつ り UP し な が ら レ ベル 表示 し 
ます 。 

ij (DOWN 万 向 ス キャ ン !) 

AN 表示 メモ リー を 左上 疾 に 、 番 号 の 大 きい 方 に 隊 


っ 授 す る 6 メモ リー の 受信 レベル を 表示 し ま 
M ュ す 。 
3 77405 


1 チャ ン ネ ル ず つけ OWN し な が ら レ ベル 租 
示し ます 。 


MMH 軍 
全 、^ 之 、 で キー に より スキ ャ ン 方 匠 は 変え られ ます 。 


各 機 能 の 使い か た 


5-3 プラ イオ リティ 
表示 周波 迷 の 他 に 優先 チャ ン ネ ル を 持ち 、 表 示 周 波数 5 秒 、 優 先 チャ ン ネ ル 0.5 秒 を 交互 
に 受信 する こと を プラ イオ リティ 機能 こい いま す 。 優先 チャ ン ネ ル に 信号 が 入る と 受信 


時 間 が ? 秒 に 延長 し ます 。 


VFD ブ プラ イオ リティ 
VFD モ ー ド で プラ イオ リティ 操作 する と VF ロ モー ド 5 秒 、 メ モリ ー モ ー ド 0.5 秒 を 交 
互 に 受信 し ます 。 
① <。 キー を 押し て VF ロ モー ド に し 、 周 波数 を 設定 し ます 。 


@[F| キ ー を 押し な が ら < 、 ぐ ③> キー を 押し 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選び ます 。 
③ あ > キー を 押し ます 。 


VFO プ ライ オリ ティ 動作 が 始ま り ま す 。 


VFO5 秒 メモ リー0.5 秒 


| ] 
3399 還 ぬ 93008 | | 


IM 
7 
1! け 


JO 
メモ リー 側 に 信号 が 入る と ピッ と 2 8 
埋 が 上 烏 り 、8 秒 問 受 信 し ます 。 


| ブラ イオ リティ 解除 | 

VFOD プ ライ オリ ティ 、 メ モリ ー プ ライ オリ ティ に 共通 で す 。 
e 5 秒 受信 仙 で < キー か や キー を 押す と 解除 され ます 。 
e 0.5 秒 受信 仙 で [PTT | を 振 す と 解除 され ます 。 
e 唐 除 後 は 、 控 作 を 行っ た 方 の モー ド に な り ま す 。 


( 往 意 )DSD が 設定 され て いて も 、 プ ライ オリ ティ 史 は 一 鞍 的 に 解除 され ます 。 
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各 機能 の 使い か た 


メモ リー プラ イオ リティ 
メモ リー モー ド で プラ イオ リティ 操作 する と メモ リー モー ド 5 秒 、VF ロ モー ド H.5 秒 を 
交互 に 受信 し ます 。 
①VFO モ ー ド で 周波 数 を 設定 し ます 。 
⑤ < 半 。 キー で メモ リー モー ド に し 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選び ます 。 
⑨ < や キー を 押し ます 。 


メモ リー プラ イオ リティ 動作 が 始ま り ま す 。 


メモ リー5 秒 “ _ VFO0.5 秒 
3300 
信号 あり ーーー- = ーー- デ 。 
VFO 側 に 信号 が 入る と ピ ッ と ご 音 = 8590 | 
が 鳴り 、 秒間 受信 し ます 。 ウシ ン 際 


| プラ イオ リティ と スキ ャ ン を 同時 に 実行 する 


| [スタート | プラ イオ リティ 動作 中 、5 秒 受信 伸 で = 回 >。 キ ー か キー と あ キ を 
「 すご スキ ャ ン が 同時 に 動作 し ます 。 


スト ッ プ . プラ イオ リティ ・ ス キャ ン 両 万 解除 ーー マ 染 : キー 


プラ イオ リティ の み 制 除 …ーーーー……ー e に = 
火 キ ヤジ ンジ 062 骨 際 和 ooonnnponnnmn [PTT|、 。 机 : 
FI と キー 


(注意) メモ リー プラ イオ リティ 中 は [F| キ ー と あ > キー を 拓 し て も 無効 で す 。 
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音 機 能 の 使い か た 


6 - 


4 シフ ト 方 向 と オフ セッ ト 周 波数 


受信 周波 数 に 対し て 送信 周波 数 を オフ セッ ト 周 波数 ぶん だ け 「 士 ]、 ま た は 「 一 」 方 向 に シ 


フ 


する 機 肖 E で す 。 


シフ ト 方 向 を 設定 する | 


旧 | キー を 施し な がら キー を 押し ます 。 
押す 度 に 設定 が 変わ り ま す 。 


較 旧 | 
M3999 ・ 059| 8 | 
ニ し 


シフ ト な し ー シ フ ト + シ フト 


(オフ セッ ト 周 波数 が 表示 され ます ) 


| @ 設 定 範囲 は H 一 18.895MHZ 


オフ セッ ト 周 波数 を 設定 する 


オフ セッ ト 周 波数 表示 中 に 右 図 に 従っ て 間 局 DOWN 
設定 し て 下さ い 。 0 本 

1 チャンネル | 下 * 引 

ステ ッ プ 単位 」 記 4 


| | | 


* 初 著 合 5MHz(DJ-G40) 1 
0.8MHz(DJ-G10) | 間 の 押し な が ら 


= 、PTT| キー を 押し ます 。 
IF' キー と キー で トー ン 設 定 モー ド に 、 [F] キー と キー で チャ ン ネ 


(終了) 


@9 し な が らく < キー を 押す と 設定 は その 


ルス テ ッ プ 設定 モー ド に な り り ま す 。 


ー 又 は キシ フト 点灯 中 に [F! キ ー を 押 


@9 オフ バン ド に つい て 
シフ ト 設 定時 、 送 信 周 波数 が バン ド 
午 岡 外 に な る と PT 本 を 押し て も 送 
信 で きま せん 。 


まま で 、 オ フ セ ッ ト 誠 波数 が 表示 され 


清二 議 沿 
g/ チ | 


各 機 能 の 使い か た 


5-5 トー ン エ ンコ ー ダ と トー ン 周 波数 
トー ン エ ンコ ー ダ を 設定 する と 送信 時 に トー ン 信 号 が 付加 され ます 。 
オブ ショ ン の トー ンス ケル チコ ニッ ト (ビリ -16U) を 装着 し た 場合 は P53 を 参照 し て 下さ 


し 
| トー ン エ ンコ ー ダ に 設定 する 
1. トー シン エン コー ダ モ ー ド に 設定 する 


TONE 


[IF| キー を 押し な が らく で ジ キ ー を 押し ます 。 


(単位 HZ) 
征 が 点灯 し 、 ト ー ン 周波 数 
が 表示 され ます 。 
8g5 


(初期 値 86 .5HZ) に 


トー ン 周 波数 を 設定 する 
トー ン 周 波数 表示 中 に 季 か で 、< ジ キー に より 88 流 が 切換 わり ます 。 


〒 


「 ロ 


670 693 719 744 770 797 
825 854 885 915 948 974 
1 1000 1035 1072 1109 1148 1188 
NRanoi | 1230123. 38 1365r 1403 1452 
1514 1567 1622 1579 1738 1799 | 
1852 1928 2035 2107 2181 2257 
2336 2418 2503 


| て 終 了 ) < 肥 -、 [PTT キー を 押し ます 。 
IF| キ ー と < く キー で オフ セッ ト 設 定 モー ド に 、 [FI キー と < く ⑮ キ ー で チャ ン 
ネル ステ ッ プ 設定 モー ド に な り ま す 。 
3. トー ン 設 定 を 解 了 味 する 

トー ン 周 波数 表示 中 に [F| キー と 吉 キ ー を 押す と T が 消え 、 解 除 さ れ ます 。 
オプ ショ ン 装 着 時 は T が 消え る まで 数 回 擬 作 し て 下さ い 。 


点灯 中 に [FT キー を 拝 し な が ら 


尚 キー を 提 す と 設定 は その まま 
で トー ン 周 波 敷 が 衣 示さ れ ま す 。 


各 機 能 の 使い か た 


6-B6 レビ ー タ ー の つか いか た 


レビ ピー ター と は 遠く 離れ た 司 ど うし の 交信 

を 可能 に する 無線 中 継 局 で す 。 

430MHz 淀 の ウレ ビー ター を アク セス する た 

め に は BBH.5HZ の トー ン 周 波数 こ 、」 一 方向 

に 5 MHZ シフ ト し て 送信 する 必要 が あり ます 。 
DJ-G40 は こ 設定 を 障 単 に 行う こと か で きま す 


O 


中 9 


レビ ピー ター 運用 時 の 設定 を する ] DJ-G10 に は この 機能 よ あ り ま せん 。 


①s 生 キー で パソ ビ ロ モ ー ド に し ます 。 
@ キー を 理 し ます 。 
自動 的 に ー5 MHZ シフ ト 、 | 上 5 
トー ン 周 汽 数 BE.5HZ に 設 は 
定 され ます 。 13300 
シフ ト 方 向 な し ] 
オフ セッ ト 周 波数 5 MHZ 運用 前 の 状態 と は 関係 な く 設 定 さ 
トー ン 設 定 な し れ ま す 。 
トー ン 周 波数 HB.5HZz 


) メモ リー モー ド 、 じ ALL モード で は 動作 し ませ ん 。 
オフ セッ ト 周 波数 5 MHZ、 ト ー ン 誠 波 数 68.5HZ 以 外 に 設定 し て いて 、 レ ビ 
ー タ ダー モー ド に 設定 し 、 解 除 し た 場合 は 各々 5 MHZ、BB.5HZ に な り ま す 。 


5-7 リバ ー ス 


各 機能 の 使い か た 


レビ ピー ター を 使わ ず に 相手 局 と 交信 で きる か どう か を 調べ る た め に 送信 周波 数 と 受信 周 
波数 を 入れ 換え る 機能 を リバ ー ス と いい ます 。 


リバ ー ス モー ド で 受信 する 


「 一 my 
IF] キー を 押し な が ら < キ ー を 押し ます 。 


( 例 ) オ フ セ ッ ト 周 波数 5 MHz の 場合 


一 


93909 3999 


ー+ +T 


送受 信司 波数 が 入れ 換わり 、 シ フト 方 向 が 遂 
に な り ま す 。 


(解除) 同 操作 で 元 の 状態 に 戻り ます 。 


シフ ト 方 向 が 設定 され て いな いり 場合 


、 リ バー ス に より バン ド 寺 


場合 は 動作 し ませ ん 。 無効 音 が 鳴り ます 。 


B-H スプ リッ ト 


外 に な る 


スプ リッ ト と は VF ロ 局 波数 で 受信 し 、 メ モリ ー 周 波数 で 送信 する 機能 で す 。 ソ ビ ロ モー 
ド で の み 働 きま す 。 サ ブ バ ンド 側 で 設定 で きま せん 。 


| スプ リッ トモ ー ド で 交信 する | 


| ① あぁ キー で V 


F ロ モー ド に し ます 。 


な り ま す 。 


( 解 除 


キー を 押し ます 。 
が 3 つ 点 灯 し 、 ス プリ ッ 
トモ ー ド に な り ま す 。 


送 舎 中 は メモ リー モー ド に 


乱 。 キー か 同 操作 で 元 の 状態 に 戻り ます 。 


こ = に 
1 
MA』 
Le ] 
に コ 
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各 機 能 の 使い か た 


(の スプ リッ トモ ー ド 中 の 注意 事項 
@W 次 の 操作 は で きま せん 。 無効 音 が な り ま す 。 


SEARCH 


"キー、 |F| キー と 生 室 キー、 キー と で キー 
ゅ メモ リー モー ド で シフ ト 方 向 が 設定 され て いる 場合 は シフ ト を し て 送信 され ます 。 


| スプ リッ ト リバ ー ス | 

スプ リッ トモ ー ド で リバ ー ス 操作 を 行う こ メ モリ ー 周 波数 で 受信 し 、 ソ F ロ 周波 数 で 送信 
し ます 。 RS 

スプ リッ ト 動 作 中 に 'F| キー を 押し な が ら < 昌 キー を 押し ます 。 


スプ リッ トリ バー スモ ー ド に な り メ モリ ー モ ー ーーー テー 
ド に な り ま す 、。 3 
人 7338 
に 
送信 中 は ヒロ モード に な り ま す 。 ーー ザマ 
シフ ト 訪 向 が 設定 され て いれ ば シフ ト を 行い 33 
ます 。 ゴゴ ロロ 


( 解 除 〉 同 作 を 行う と スプ リッ トモ ー ド に な り ま す 。 
- 交 。 キー で スプ リッ トリ バー ス を を 解除 し レ メ モ リー モー ド に な り ま す 。 


※ ク ロス バン ド デ ュ プレ クス を 人 行なう 時 に 、 サ フ バ ンド 側 の 周波 数 を メモ リー に 話 遼 
させ て 、 メ イン バン ド 仙 を ソリ モー ド に し て スプ リッ トリ バー ス 控 作 を 行なっ て 下 
き し い 。 


3/ 


者 機 能 の 使い か た 


B-9 ディ スプ レイ ラン ブ 
、 ラ ンプ を 5 秒間 点灯 する | 


ディ スプ レイ ラン プ が 5 秒間 点灯 し ます が 、 点灯 中 に | 
部 密 キー を 押す と ラン プ が 消え ます 。 

暴 作 中 ラン プ は 点灯 し た まま で 、 操 作 総 了 後 5 秒 で ラン 
プ は 消え ます 。 旨 


ラン プ を 常 灯 する 
< 環 補 キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と ラン プ が 常 灯 し ます 。 」 


点灯 中 に 憶 芝 キー を 押す と 、 ラ ンプ は 消え 、 も う 一 度 押 
す と 点灯 し ます 。 
常 灯 中 、 電 源 を 切 つ 入 し て も 常 林 の まま で す 。 


< 解 除 ) 室 灯 中 に < 革 キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と ラン プ は 消え ます 。 
人 補 キ ー を を 押す と 5 秒間 点灯 し ます 。 


6-I0 キー ロッ ク / ロ PT エロ ッ ク 


キー 操作 を ロッ ク す る 


キー 操作 を ロッ ク す る こと に より 、 誤 っ て 周波 数 を 変え た り 、 送信 を 行っ た りす る こと を 
防ぎ ます 。 


[Fi キー を 押し な が ら CE キー を 押し ます 。 


キー を を 押す た びに 設定 が 変わ り ます 。 

キー ロッ ク (KL 点 灯 ) 中 

PTT 、[MONI| 、 弄 守 キ ー の み 受 付け ます 。 
施 も 組 効 で す 。 

PTT ロ ッ ク (PL 点 灯 ) 中 送信 で きま せん 。 


3 の 


各 和 機能 の 使い か た 


kL に KLUW 


天 "97 四 396 由紀 3 


歴 除 キー ロッ ク PT イロ ッ ク キー ロッ ク 、 PTT ロ ッ ク 
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5 -11 オー ト パ ワ ー オ フ 
オー トバ ワー オフ と は 、30 分 間 操 作 や 受信 が な けれ ば 自動 的 に 直 源 が 切れ る 機能 で す 。 電 


源 ス イッ チ の 切り 忘れ を 防ぎ ます 。 


オー ト パ ワ ー オ フ を 設定 する 


| [F| キー を 押し な が ら . 芝 キー を 拝 し ます 。 


ムロ が 点灯 し 、 30 分 の パワ ー オ フタ イマ ー が 設定 され ま 


| ( 解 除 ) 同 操作 で 解除 され ます 。(AP は 消灯 ) 

画 人 点灯 か ら 3 分 問 無 信号 、 無 操作 が 続く と メロ ディ 音 が 唱 り ます 。 喝 り 終わ る と 自 
動 的 に 還 源 が 切れ ます が 、 一 部 の 半導体 は 通電 状態 に あり ます 。 早 め に [VOL | を 左 に 
国 し て 電源 を 切っ て 下さ い 。 

園 オ ー ト バ パワー オン 状 態 か ら 電 洲 を 入れ る 場合 は 一 度 「VOL | を 左 に 回 し て 電源 を 切 

つた 後 、 再 び 電 源 を 入れ て 下さ い 。 


5-1P バッ テリ ー 表 示 
寺 池 か 消 衝 し 、 残 り 容 量 が 少な く な る と 日 ATT が 点 | 


| 


灯 し ます 。 el 
| 電池 交 拘 は 3 を お 読み 下さ い 。 7 


各 機 能 の 使い か た 


6 -13 バッ テリ ー セ ー ブ 
バッテリー セー ブ を ON! に する と 無駄 な 電池 の 消 耕 を 防ぐ こと が で きま す 。 キ ー 環 作 や 
信号 の な い 状態 が 5 秒 続く と 、 自動 的 に 内 部 の 電源 を DN(COUmS)/OFF(40Um8) を く 
り 返 し ます 。 

初期 状態 は DN に 設定 され て いま す 。 

| バッ テリ ー セ ー ブ を DFF に する 


|F! キー を 押し な が ら [MONI| キー を 押し ます 。 


バッ テリ ー セ ー ブ ロ N 


が 消灯 し バッ テリ ー セ ー 

ブ 動 作 は 行い ませ ん 。 
3 
ロ FF 
37g 


再 設定 | 同 操作 で ON に な り ま す 。 


6-14 ビー ブ 音 


キー を 押し た 明 の ピッ と いつ 音 を 噂 ら な いよ うに で きま す 。 


ピー ブ 音 を DFF に する 


MONI| キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


キー を 押し て も 音 は 出 な く な り ま す 。 


D ら 芝 信 を し た 時 の アラ ー ム 若 、 オー トバ ワー オフ 時 
の メロ ディ 琶 や 出 な く な り ま す 。 
た だ し DTMF コ ー ド の 送出 斉 は 潜 え ませ ん 。 


再 設定 | 同 操作 で 青 び 鳴り 始め ます 。 
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各 機 能 の 使い か た 


5-15 DSQ(DTMF ス ケル チ ) 

DSQ(DTMF ス ケル チ ) と は 送信 時 に DS ロコ ー ド (DTMF コ ー ド ) を 付加 し て 送信 
し 、 これ と 一 致す る コー ド を 持っ た 局 の み ス ケル チ が 開き 、 交信 で きる 機能 で す 。 特定 の 
相手 と 交信 する 場合 に た い へ ん 便利 な 機能 で す 。 また 、 SQ で 受信 し た 場合 、 呼び 出し 
が あっ た こと が 表示 に 残り ます 。 

輌 |)S ロ に は 次 の 3 種類 の モー ド が あり ます 。 


(ヨー ドス が チキ モー ド 
3 柿 の コ ー ド を 送信 する と 、 こ れ と 同じ コー ド を 持 し 1 g 3 上 
つ 局 の み ス ケル チ が 穫 き ます 。 ト ー ン スケ ル チ と 周 ーー シタ l ョ 2 
123 


じ よ うな 運用 が で きま す 。 グル ー プ 183 


5 グ ルー プ ベ ペー ジャー モー ド 
同じ グル ー プ コー ド を も っ た グル ー プ 全員 を 呼び 
出し ます 。 目 局 コ ー ド も 送る こと に より 、 相 手 局 は 
誰か ら 呼 び 出 され た か か が わか り ま す 。 


③ プ ライ ベー トペ ー ジ ャ ー モ ー ド 
ある 特定 の 尼 だ け を 呼び 出す こと が で きま す 。 に A| SA 
7 自 局 456 
硬 Q ロ コード ] 層 
D ら SQ で 送受 する コー ド は 以下 の も の が あり 、 す べ て 3 桁 の 数 字 コ ー ド で す 
コー ド 種 別 内 容 メモ リー 名 | 
グル ー プ で 共通 に 設定 する コー ド で 8 種類 あり ま 
グル ー プ | す 。 グ ルー プペ ー ジ ャ ー モ ー ド で 交信 する た め に 必 | 、 Ju 
コー ド 要 で す 。 
| また コー ドス ケル チコ ー ド を 雪 用 し て いま す 。 
了 自 局 個 有 の プラ イベ ー ト コー ド で す 。 IO 
自選 コー ド プラ イベ ー ト ペー ジャ ー 呼 び 出 し を 受け る た め に 必 MP 
要 で す 。 | 
手 計 2 


※ チ ャ ン ネ ルス コー プ モ ー ド で は DSGQ、DTMF ス ケル チ は 、 一 時 的 に 解除 され ます 。 


音 機能 の 使い か た 


DS 品 コー ド を 設定 する 
SQ モー ド で 送受 信 す る 時 に は あら か じ め 口 は ロコ ー ド を 設定 し て お か な けれ ば な り 
ませ ん 。 

1. 設定 モー ド に 入る 


ー DSQ SET 


[F] キー を 押し な が ら 9 キー を 押し ます 。 


DSGQ コ ー ド が 表示 され ま 
す 。 (初期 値 は OUUH で す ) M /- ロロ ロ 
+ ロロ ロ 


| 
. コー ド の 種類 を 選ぶ 
帰 を 回 し て 入力 する コー ド の 種類 を 選ん で 下さ い 。 
つ 右 回 し 
て 左 回 し 


MI 一 Me 一 M3 一 …- M8 
た 


MP MY 
( 自 局 ) (相手 局 ) 


3. コー ド を 3 桁 入力 する 


キー ボー ド よ り 数 字 3 橋 の コー ド を 入力 し て 下さ い 。 
| 入力 する と M の 上 の が 点灯 し ます 。 。 呈 
1 こ 』 1 
1 
4. 設定 を 終了 する 


< 壮 。 、「PTT | 、[F| を 押し な が ら > を 押し ます 。 


回 抽 DSn 


クハ を ミス し た 時 は … 
[F キ ー を 押し な が ら 写 ' キー を 押す と コー ド が 0OU に な 


り 、 入 力 位置 が 先頭 に 球 り ます 。 


加 機 能 の 使い か た 


電 タ M に つい て … 


グル ー プ コー ド M | 一 M 8 表示 中 の M の 上 の は その コー ド が グル ー プ 呼出 し を 受け 
る こと が で きる コー ド で ある こと を 表し ます 。 
DSQ コ ー ド 設定 中 に [F] キー を 押し な が ら キー を す と が 点灯 / 消 穫 し ます 。 


M1 は グループ 呼 | MC は グル ー プ 呼 
出し を 受け る こと | 出し は 無視 し ま 
が で きま す 。 す 。 


| DB ロモ ー ド を 設定 する | 


9 つの SQ 交信 モー ド の うち の いずれ か を 連 び ます 。 


SET ae oe 0 で 
① 9 キー を す た びに ロロ ロモ ー ド か 変わ り ます 。 | 
i 
解除 コー ドス ケル チ の ルー ニブ パー ジャ プライベート ペー ジャ ー | 
M ココ ロロ 
| 309 に 9 「 と と け サル 個 軸 | 
上 mi は sl 9 呈 p H PO i 


@DSQ の み 点 灯 中 に 、 グ ルー プ コ ー ド が 表示 され ます 。 
風 か ま 、 全 キー に より M 1 一 M B が 選べ ます 。 

コー ドス ケル チ モ ー ド で 交信 する 場合 は グル ー プ コー ド 表 示 中 に < 沈 。 キー を 押 
す と 周波 数 表示 に 戻り ます 。 又 、 [PTT] キー を 押す と 、 記 波数 表示 に 戻り 、 そ の 
まま 送信 状態 に な り ます 。 


9-9g 


「 MM 


各 機 能 の 使い か た 


| コー ドス ケル チ モ ー ド で 交信 する 
1. 準備 する 


①P4P に 従っ て グル ー ブ コ ー ド を な 入力 し て お きま す 。 
に 5 を 数 回 押し ます 。 


DB5Q が 点灯 し 、 コ ー ド が 
表示 され ます 。 1 


| ③ 鳥 か < 、W キー に より 送信 、 受信 する コー ド を 
表示 し と 下さ い 。 


②③ < 閉 。 キ ー を 押す と 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


PC . 送信 する 

5 三 テ ーー 
IPTT | キー を 押す こと 自動 的 に 最後 に 表示 し た グル ー プ コー ド が 送信 され ます 。 ピ 
0 えま す 。 


3. 受信 する 
最後 に 表示 し た グル ー プ コー ド と 一 致す る コー ド を 受 
信 し た 時 に 音 音声 7 周 こえ ます 


@ アラ ー ム 昔 が 8 回 喝 り ます 。 
@ ロロ が 点滅 し ます 。 
< 敵 。 キ ー か | PTT | キー を 押す と 点灯 に 戻り ます 。 


@2 最後 の 表示 コー ド が 自 局 コ ー ド や 相手 局 コ ー ド の 場合 は M | が 選択 され ます 。 


各 機 能 の 使い か た 


グル ー プ ベー ジャ ー モ ー ド で 交信 する | 
1 . 準備 する 


①P48 に 従っ て グル ー プ コー ド 、 自 局 コー ド を 入力 し て お きま す 。 
② ⑳『* キー を 数 回 押し ます 。 


DBQ が 束 灯 し 、 コ ー ド を 
表示 させ ます 。 Se 
す 4 


すこ 4 
| 合  i 


言 、 受 信 す る グル ー プ コー ド を 選ん で 下さ い 。 


4 


⑧ 委 か < ざ 、 ざ キー に より 送 


DsQo やっ 


ゆ も う 一 度 > キー を 押し ます 。 


GIF jk1e』 


[回 が 点灯 し ます 。 


75 
n 王 じい _ 
. 送信 する 
PTT | キー を 押す と 右 の 7 打 の コー ド が 送信 さ コ : 
ロロ * ロ ロロ 
れ ま す 。 ーーー ヘーーー ーーーーー 
グル ー プ コー ド 自己 コー ド 
3 . 受信 する 
設定 し た ダグ ループ コー ド (M 1 MA ーーーーーー 
致す る コー ド を 受信 し た 時 に 音声 が 導 こ えま す 。 了 
@ アラ ー ム 音 が 数 回 鳴り ます 。 陸 7 
es グル ー プ コー ド が 表示 され ます 。 計 2 
@ | が 点滅 し ます 。 9 
| 自選 コード と 一 致し た 時 に は 自動 的 に プラ イベ ー ト | 
ミー ジャ ー モ ー ド に 変わ り ま NR - て た 
ニー や モ ド に 2 わり ます 。 ゴ 755 ] 
[Pa 相 隆 局 コ ー ド 


各 機 能 の 使い か た 


アラ ー ム 音 は 何 か キ ー を 押す と 止ま り ま す 。 
w [Gi また は [P| の 点滅 や コー ド の 表示 は 、 < 敵 。 キー を 押す か 、 送信 を 行う と 元 に 戻 
り ま す 。 


4. 交信 する 


一 致し た コー ド の 表示 中 に | PTT | キー を 押し て 下さ い 。 
表示 し て いる コー ド を 送出 し 、 応 答 で きま す 。 


プラ イベ ー ト ベー ジャ ー モ ー ド で 交信 する 


1 ャ 」 


Fr 


. 準備 する 
①P48 に 従っ て 相 放 司 コー ド 、 自 局 コー ド を 入力 し て お きま す 。 
⑧ 朗 キー を 数 回 捧 し ます 。 


間 昌 


PID を 点灯 させ ます 。 


送信 する 
| [PTT| キー を 押す と 右 の 7 柏 ( コ ー ド が 送信 さ 則 園 を 当 間 時 
| れ ま す 。 ューーー ヘ ーーーー ューーーーーー 
相手 局 コ ー ド 自 局 コー ド 
. 受信 する 


グル ー プ ベー ジャ ー モ ー ド と 同じ 方 法 で 受信 し ます 。( ビ 45 ) 


受信 し た コー ド が 設定 し た グル ー プ コー ド の いずれ 
か と 一 致す れ ば 自動 的 に グル ー プ ベー ジャ ー モ ー ド 
に 変わ り ま す 。 
(グル ー プ コー ド よ り 自 局 コ ー ド が 優先 され ます ) 


よこ 


1 


. 交信 する 


受信 コー ド を 表示 中 に | PTT : キ ー を 押し て 下さ い 。 
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4 ア 


各 機 能 の 使い か た 


| DTMF コ ー ド を マニ ュ ア ル 出 力 する | 


8GQQ モ ー ド に 設定 され て いな く て も 1 コー ド ず つ DTMF コ ー ド を 送出 で きま す 。 


詞 
7 局 


ee 


グ 


プラ イベ ー ト ペー ジャ ー モ ー ド の 時 は 前 回 愛 信 し た 相手 


電 の D ら 受信 時 の 注意 事項 


信号 を 受信 し て いな い 時 、[S/RF | が 点灯 し な いよ うに GL ツマ ミ を 調整 し て 下さ い 。 


深 。 


き DS 受信 エラ ー 時 の 表示 
ルー プ 、 プ ライ ベー トペ ー ジ ャ ー モ ー ド で 受信 中 に 相手 
コー ド を を 受信 し な か っ た 時 は E が 表示 され ます 。 F /- 7 ! 


コー ド を 表示 し ます 。 | " F す -UG5 


前 回 の 相手 局 コ ー ド 


DSQ コ ー ド 設定 時 に M の 上 の 〒 を 消灯 し た グル ー プ コー ド は 受信 で きま せん 
(P43) 
8 口 受信 中 は スケ ル チ が 開い た 後 、 信 号 が 途切れ て も 1.8 秒 以内 は 交信 が 可能 で す 。 


[MONI| キー 押下 中 は 一 時 的 に スケ ル チ は 鮮 際 され ます 。 
バッ テリ ー セ ー ブ を ON に する と け 5 品 コー ド を 受け に くく な り ま す 。 
DSQ 設 定 中 は ベ バッテリー セー ブ を ロビ ビ に する こと を お すす めし ます 。 


各 機能 の 使い か た 


| レビ ピー ター を 使っ て DS 口 で 交信 する 


し 


通常 SG ロコ ー ド は [PTT | キー を 押し て か ら 約 45Um8 後 に 送信 され ます 。 レビ ー タ ー 運 


時 は レビ ー タ ー ガ が 中継 を 開始 し てこ か ら コ ー ド が 通過 する よう に SQ コー ド の 送信 を 


750mS に 遅らせ る 必要 が あり ます 。 
①[F| キ ー を 押し な が ら < ざ ) キー を 押し ます 


通常 時 
キー を 押す 度 に 送出 時 間 が か 
切換 わり ます 。 
d-95g 
レビ ピー ター 運用 の  」 
DSQ モ ー ド 時 | 


@ > キー 又は 、|PTT | キー を 押す と 元 の 周波 数 表示 に 戻り ます 。 
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各 機 能 の 使い か た 


6-16 DIAL 機 能 


あら か じ め 記 憎 し て お いた DTMF コ ー ド を 自動 送出 する 機能 で す 。 
本 機 は 5 つの |AL し メモ リー を 持っ て いま す 。 


コー ド を メモ リー する | 
1 . 設定 モー ド に 入る 


[F] キー を 押し な が ら で "キー を 押し ます 。 

DIAILL が 点滅 、 品 |AL メモ 8 
リーNu が 点灯 し 、 コ ー ド 入 

カカ モー ド に 入り ます 。 


. メモ リーNa を 選択 する 。 
鳩 を 回 し て M | 一 M 5 の DIAL メ モリ ーNu を 選ん で 下さ い 。 


の 


Ns 


3. コー ド を 入力 する 
! キー ボー ド 先 豆 か ら 順に コー ド 入 力 し ます 。 


入力 し た コー ド は 右端 に 表示 され 、 1 つ 前 に 入力 し た 
コー ド は 左 に ずれ ます 。 15 桁 まで 入力 で きま す 。 


MR 


くめ キー は 』 表示 


MR 軍 ba 
お < キー は "月 家 示 1 55 が が 


4. 入力 を 終了 する 
< 半 。 、[PTT | [キー と < 補 "キー を 押す と 入力 を 終了 し ます 。 
送出 する メモ リーN 


を 選ん で 終了 し て 下さ い 。( ロ |AL 点 灯 し ます ) 


| 
DIAL メモリー 送出 を し な い 時 は コー ド の 入力 され て いな い メ モリ ーNa を 選ん 
で 下さ い 。(DIAL 消 灯 し ます ) 


各 機 能 の 使い か た 


入力 し た コー ド を 修正 する 


①|F] キ ー を 押し な が ら 入 を 左右 に 回 すか 、UP/D ロ WN キ ー を 押す と 表示 が スク 
ロー ル し ます 。 


| 員 EC 

人 rg ド ja3955 
本 8 

0 _ 395 7 | 記 提 


⑤ 新 し い コ ー ド を 入力 し ます 。 昌 si 
( 例 ) に 
1e3#354 を ) 8 | j 記 3 
_ 
163#754 に 修 


旧 ゅ 入力 を ミス し た 時 は … 


MーY 


[F| キ ー を 押し な が ら <〈⑤ キー を 押す と 入力 し た コー ド が 
消去 され ます 。 
頭 か ら 入 力 し て 下さ い 。 


し 、 ポ ー ズ が 入力 され ます 。 っ だ 5 


ポー ズ を 入力 する と コー ド 送 出 間隔 が | 秒 お か れ ま す 。 00 
入力 中 、[Fj キー を 押し な が ら [9] キー を 押す と "一 ' を 表示 )j 記 -39 


(ポー ズ を め て 15 桁 まで 入力 で きま す ) 人 


と 3 の 間 は 1 各 お いて 
送出 され ます 。 


っ 1 


各 機 能 の 使い か た 


DIAL メ モリ ー コ ー ド を 送出 する | 


1. 


メモ リーNn を 選択 する 。 


FO 


@⑥ 出 で メモ リーNM を 選択 し ます 。 
の キー を 押 し ます 。 
DIA し か 点灯 し ます 。 139 


. コー ド を 送出 する 


PTT | キー を 押 し な が ら .F| キー を 押す と 選択 し た メモ リー の コー ド が 送出 され 


① [F キー を 理 し な から <⑱" キー を 押し ます 。 | 


5 -17 リセ ッ ト 


リセ ッ ト 操 作 を 行う と 名 種 の 設定 や メモ リー チャ ン ネ ル の 内 容 を 工場 出荷 時 の 初期 状態 


に 戻り ます 。 


各 機 能 の 使い か た 


[F| キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


[F] キー を 押し て いる 間 デ 主 点 入 
ィ ス プレ イ が 全 点灯 し 、 評 
す と 通常 の 状態 に 戻り ま 
9 
3 
工場 出荷 時 、 | DJ-G40D DJ-G10 
リセ ッ ト 時 の デー タ VFO 周 波数 433 OHMHZ 145.00MHz 
チャ ン ネ ルス テッ プ 0kHz UKHzZ 
シフ ト 方 向 な し | な し 
オフ セッ ト 周 波数 5MHZz | 0.BMHz 
ー ジ 設 忠 の | 9 の 
トー ン 周 波数 BB.5Hz 88.5Hz 
メモ リーCh デ ー タ 尋 じ の 
メモ リーNM ] ] 
ALL 周波 数 433.00UMHZ 145.00MHz 
スキ ャ ン 停 止 条件 | タイ マー スキ ャ ン | タイ マー スキ ャ ン 
0 489.DMHz 145.00MHz 
バッ テリ ー セ ー ブ ON ON 
設定 な し 前 
帳 和 回生 選 000 000 
DIAL コ ー ド な し な し 
オー トバ ワー オフ | DFF ロ 


52 
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7. オ プション 機能 


7-] トー ンス ケル チ 

オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト を 装着 する と 動作 する 機能 で す 。 トー ンス ケル 
チ 設 定 中 は 白 局 と 同じ トー ン 信 号 を 含む 信号 を 受信 し た 時 に スケ ル チ が 開き 、 受 信 音 が 
聞こ えま す 。 

トー ン 信 号 は 通常 は 送信 時 と 受信 時 は 同じ 周波 数 で す が 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 70ー78 の 
場合 の み 送受 別 の トー ン の 周波 数 を 設定 する こと が で きま す 。 


| トー ンス ケル チ に 設定 する 
1 . トー ンス ケル チ モ ー ド に 設定 する 


TOmE 


[F| キー を 押し な が ら ぐ で >: キー を 数 回 理 し ます 。 
ベン ンー TS ロ が 点灯 し 、 現 在 の トー ン 周 小数 を 表示 させ ます 。 


| 43309 - 885 一 - 5 


. トー ン 周 波数 を 設定 する 
トー ン 周 波数 表示 中 に 代 、W、 補 
(トー ン 周 波数 一 覧 34) 


N 


キー に より トー ン 39 波 が 菅 換わり ます 。 


(終了) <:> 又は 、[PTT キー を 押す と 元 の 表示 に 戻り ます 。 
トー ンス ケル チ を 解除 する 


TONE 


1 TS 点灯 中 に |F] キ ー を 押し な が ら ぐ で: キー を 押し ます 。 


C は 


@ 8 ロ 款 条 中 の 送信 と 受信 


送信 … 設 定 し た トー ン 信 号 が 付加 され て 送信 し ます 。 
受信 … 設 定 し た トー ン 信 号 を 生む 信号 を 受信 する と スケ ル チ が 開き ます 。 


レビー タ で 交信 する 場合 は トー ン 周 波数 は レビ ピー タ に より カッ ト さ れ ま す の で トー 
ンス ケル チ は 設定 し な いで 下さ い 。 


| 送 愛別 の トー ン 周波 数 を 設定 する 


オプ ショ ン 提 能 


1 . 


T ウ コ 


8 トーン スケ ル チ ユ ニッ ト の 取付 け 方 


送信 時 の トー ン 周 波数 を 設定 する 


① メ モリ ー モ ー ド に し 、pCh70~- 79 の いずれ か を 呼び 出し ます 。 
@⑧@[F] キ ー を 押し な が ら < や キー を 数 回 押し ます 。 
③ 島 、 、〈 キー に より 、 送 信 時 の 

トー ン 周 波数 を 選択 し て 下さ い 。 


. 受 信 時 の トー ン 周 波数 を 設定 する 


TONE 


②⑳[F] キ ー を 押し な が ら < や キー を 押し ます 。 
受信 時 の トー ン 周 波数 に は 、 送 信 時 と 区 別 す る た 
め に "一 が 表示 され ます 。 


⑤ 介 < 、 ざ キー に より 、 受信 時 の トー ン 周 波数 を 選択 し て 下さ い 。 


〒 


(注意 ) 迷 、[PTT | キー を 提 す と 元 の 表示 に 戻り ます 。 


トー ン 設 定 を メモ リー に 登録 し て お く こ と 、 設 定 内 人 は 保持 され ます 。 


トー ソス ケル チ 


和 必ず 電源 を 切っ て か ら 取 付け て 下さ い 。 ③ 外 胃 . コ ニッ ト 用 


バッ テリ ー ケ ー ス を EK 


外し ドラ イ バ ー で 5 1 や 。 
筒 所 の ネジ を は すず し トー ンス ケル チ 


ユニ ッ ト 
ます 。 


本 体 を 前 面部 と 後面 トー ンス ケル チ ユ ニッ ト を コネ クウ 
部 に 関 い て 下さ い 。 タ に 差し 込ん で 下さ い 。 


つゆ 本 佑 を 半 じ て ネジ を 取付 け ま す 。 
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3 っ 5 


8. 故 障 と お 考え に な る 前 に 


症 状 原 。 因 処 置 人 
ト ー ト ーー 
a. バ ッ テ リ ー ケ ー ス の |a. バ ッ テ リ ー ケ ー ス の 直 李 
上 接触 不良 の よ ご これ な ど を 確認 する 。 
電源 スイ ツチ を 人 | 重 池 の +、- の 極性 が | D. 極 性 を 確認 し て 電池 を 入 
て も ディ スプ レイ は 」「 3 
導 れ な お す 。 
伺 も 表示 し な い 。 0 2 og 
D. 電 池 の 消耗 C. 乾 置 池 は 新しい 電池 と 交換 
Ni-Cd 悪 地 は 充電 する 。 
|8. [VOL] を を 方 に 縮 |a. [VOLj を 則 当 な 音量 に セ | 
| りす ぎ て いる 。 ッ ト す る 。 
_| D. ス ケル チ が 閉じ て いる 。 | D.[SQL | を エ に 回 す 。 
ピー カー か ら 音 が | 
0 っ 間 が | トー ンス ケル テ が 動 |o. ト ー ン スケ ル チ 動 作 を 解 | 
2 作 し て いる 。 | 除 す る 。 
受信 どき な い 。 際 上 41 
1d.DGQ が 動作 し て いる 。 | H.DBQ を 解除 する 。 
B.[PTT | キー が 理 さ れ |g.1PTT | キー を は な す 。 
送信 状態 に な っ て いる 。 
| で | | 左 雑音 の 演 且 る 位 軒 
スキ ャ ン し な い 。 | スケ ル チ が 開い て いる 。 | を 雑音 の 消え る 位置 | 
| に セッ ト す る 。 
| 8. ロ 点灯 モー ド で ある 。| コ . ソ ビリ モー ド に する 。 13 
: 周波 数 が 変え られ た 」 - 1 
3 つ 人 人 | ロ 周波 数 ロッ ツク (KL) | D. 貼 没 数 ロッ ク 夷 能 を 解除 
機能 が 働い て いる 。 する 。 38 
| 信 中 に 表示 が 京 減 | | 
し た の 表示 が 全て 消 | 電池 の 消耗 交 拓 、 ま た は 充 坦 す る 。 39 
| そえ た りす る 。 
8 電池 の 消耗 1. 交 換 、 ま た は 充電 する 。 | 38 : 
送信 し な い 。 | D.PTT ロ ッ ク 機 角 (PL) | D.PTT ロ ッ ク 機 能 を 解除 す 
が 偶 い て いる 。 る 。 | sa 


9. 保 守 


HI (デン ター サー ビス 


保証 書 
@ 保 証 期間 
保証 期間 経過 後 の 修理 


9-P バッ クア ッ プ 


保証 守 は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記 
入 お よび 、 記 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 し 
て 下さ い 。 


お 皿 い 上 げ の 日 より | 年 間 で す 。 

正常 な ご 使用 状態 で この 期間 内 に 万 一 故障 が 生じ た 
場合 は 、 お 手数 で す が 、 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 
買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 
下さ い 。 保 証書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 当 社 サ ービス 窓口 に ご 
相談 下さ い 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に 
は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 
アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は 、 お 買い 
上 げ の 販売 店 また は 、 当 社 サ ービス 窓口 に ご 相談 下 
さい 。 


本 機 に は メモ リー チャ ン ネ ル の 内 容 や 、 各 設定 内 容 
が 電源 を 切っ て も 保持 する バッ クア ッ プ 機能 を 備え 
て いま す 。 


う 56 


っ / 


10. 申 請書 の 書き 万 


本 機 は 「 技 術 基 準 適合 証明 ] を 受け た 機械 ご す の で 、 市 販 の 申請 用 紙 の [無線 局 事項 書 を 及 
び 工 事 設 計 書 ] に は 以下 の よう に 、 記 入 し て 下さ い 。 


"希望 する 居 反 表 の 分 囲 、 宅 中 線 電力 、 虫 流 の 型式 
電 基 の 吾 式 周波 区 負 | 和 唱 カ 電 注 の 型式 
|FE、F3 3 :. 明 


第 2 送信 概 第 3 送信 機 吉 4 送信 完 
羽目 較 較 攻 去 表 更 | 眉 因 設 六 去 茅 更 | 取 四 軸 宏 到 更 


1 


発射 可能 な 電波 
の 型式 1 
周波 の 範囲 


[2 EREHEEEEEEERTCECED 0 


定 格 出 カ 


終 | 名 称 画 数 
段 | 


覧 | 電 
【5】 すす で サキ すい や や や ギヤ ドド 送信 空中 内 の 型式 | 単 一 弄 還 到 区 定 計 告 
その 他 の 工 陣 設計 | 乾 流 法定 3 琴 に 規定 する 条件 に 合 弄 し て いる 。 EE 二 送 信 機 系 紙 図 


⑯ は ロロ り - ご 10 を 講 入 さ れ た お 客 様 の 記入 例 、 は けり -G40 を 購入 され た お 客 様 の 記入 例 
時 


⑨ トラン シー バー 本 体 に 自ら 
れ て いる 「 授 術 時 準 記 合 証 
曲 ラ ベル 」 の 番 凡 を ご 記入 
下さ い 。 


@「 技 適 証明 送受 信 機 」 で す の で 洗 路 で きま す 。 
使用 する 空中 線 の 形式 を 記入 し て 下さ い 、。 ( 付 居 の アン テ ナ の み 甲 請 す る 時 は “ 単 一 型 ? 
と ご 記入 下さ い 。) 


11. 送 信 機 系 続 


DJ-G10 


144 一 
146MHz 


5O3355 


| | 関 
| 


励 振 増幅 
5 ロ 4PCB 


ANT 
| 電力 増幅 
M5774BL 
144 一 146MHz 


低 周波 増 柚 リミッタ VGCOQ 緩衝 増幅 
ロー バス フィ ル タ gSD3355 345 
M5818 ISVg15x.|Veg9 
67. に 50.9Hz 
LPF 緩 箱 増 
85D4617 884ee6 
B97 一 1633Hz ーー 
低 周 没 増 幅 PLL lgMHz 
85C4617 MBI505 | =ーー 
aa PONE 信 | CpU me 
し ーー ー| Hp4dsegh | に 40MHz 
ロ J-G4D AN 
430ー 電力 増幅 | 。 | 盛 振 増 凡 励 振 増 
440MHz MB7749M | 68C8358 8SO4896 | 
430-440MHz _ | 
佐 周 小 増 秘 リ ミッ タ | VCO 2 
ロー バス フィ ル タ |-wu 8GD3356 人 増上 1 
M518 | IBV814x8.| ら VP14 BC4EG6 ESC4geB | 
マイ ク 4 467 に 征 32 1 
し PF 和 増幅 | | 
8SD4817 2SC4ePB 
697 一 1633Hz 
低 周 波 壇 帳 
2SC4617 し 1.8MHz 
eg ーー ニー 
DTIMF 備 号 1 
ーー HDz046ggH | 40MHz 


S8 


12. バ ンド の 区 分 に つい て 


平成 4 年 7 月 (改訂 ) の バン ド 区 分 で す 。 
非常 通信 周波 数 


435.00 438.0D 
デア 


N N ター440.00 
430.00 .90 いい .90 494.00 488.0D 
438.10 
電通 信 周 反 数 波数 ・ 非 沿 運 信 居 波 数 


144MHz 帯 


AM/ デ ー タ ・ 回 像 


AM(/ 電 話 ・ 
電信 、DW 


FM/ 電 話 ・ 


AN 
9 145.50 


の っ 画 伝 園 沙 北 
145.00 非常 通信 周波 数 
呼出 周波 数 ・ 非 常連 信 居 波数 


電信 


146.90 


13. オ プシ ョ ン 


*EBE-30N (2V 700riAH ニカ ド 番 電池 ) *EMIE-126( ヘ ッ ド キネ ンタ イブ ヘッ ド セ ッ ト ) 
eEBP-31NX7.2V 1200mAH ニカ ド 窟 電 共 ) *EME-13( イ ン ナ ー タ マブ ヘッ ド セ ッ ト ) 
* EHP-32N 12V 700nAH ニカ ナド 藩 電 汽 ) *EM=-4( イ ヤ ホ ンマ イク ) 
*EDC-38( ア クエ ィ ブフ ィ ル ター な シシ ガラ イタ ー ケ クー ブル } *EME-6( ブ チ 弄 イヤ ホン ) 

ゃ EDC-5) (急須 型 バ ッ テ リ ー チ ャ ー ジ ャ ー}) wESC-23.24 (ブフ コト ダース) 
*EMS-8( リ モコ ン 付 スピ ー カ ー マ イ ク : *EBC-6: モ ー ビ ル ブラ ダッ ト ) 

*wEMS- ヨ i ス ピー カー マイ ク : EE、-15U り トー ンス ケル テ ユ ニッ ト ! 


う の 


14. 定 格 


DJ-G40 


還 一 般 仕 様 
欠 周 小数 範囲 : 430.00D-438 .395MHz 
(サブ 144.0O0H--145.9d5MHZ) 
呈 渋 型式 上 P、 ビ (FM) 
アン テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス : 50 ロ 
征 用 洗 度 範囲 一 1 ビー 十 BUC 
和 密 源 電 庄 
外部 電源 : 13.B ツ ロロ (7 .--16V 接 続 可 ) 
電池 敵 子 ・ 9.0VD ロ (7.8 一 16V 接 続 可 ) 
* 消費 電流 
送信 時 (13.8V) : 約 1.BA 
(外部 電源 ) 
送信 時 H( .0V) : 約 1.8A 
(電池 端子 ) 
送信 時 M : 約 0.8A 
送信 時 L : 約 0.4A 
受信 待ち 受け 時 : 約 55mA 
バッ テリ ー セ ー プ 時 平均 : 約 e65TmA 
接地 方 式 : マイ ナス 接地 
各 法 (WxHx ロ ) : 5Dx113x37m 
* 重 罰 : 3BU 戸 
マイ クロ ホン イン ピー ダン ス : PkCJ 


画 送 信 部 
送信 出力 
HI3.8V(DO IN 端子 ) 5W 
HH 8.DV( 電 池端 子 ) : 約 5.5W 
Mi: 約 1W 
し : 約 BH0mW 
変 放 万 式 リア クタ ンス 姿 調 
最大 沿 渋 数 依 移 : 土 5 KHZ 
* ス プリ アス 発 射 強度 : 一 50 ロ 日 以 下 


下 受 信 部 

9 受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 
第 ) 中 間 周 波数 : 30.85M ロ コメ 
第 中 間 周 波数 : 455k 則 Z 

s 室 信 感度 (led ヨ 8INAD) 
メイ ン バ パン ド : 一 15dBz 以 下 


(0.18zV) 

サブ バン ド  : 10dBz 以 下 
(ソロ F) (0.38zV) 

き ス ケル チ 感 度 : 一 0dBz 以 下 
(メイ ン バ ン ド ) (0d.1zV) 


低 周 波 出 旋 : 00mW 以 上 
(0 ひずみ 時 ) (BIO) 鋼 荷 


DJ-G10 


画 一 般 仕 様 
@ 同 波 数 範 紋 : 144.0D0--145 .dd5MHz 
(サブ 430.00U0--439 .d85MHZ) 
* 吉 波 型 式 6、F8(FM) 
ぁ * アンテ ナイ ン ピ ー ダ ンス : 50O 
@ 使用 温度 範 因 : 一 IO 一 十 5UC 
e 電源 電圧 
外部 電源 : 13.BVD ロ ロ (7.5 一 16V 接 続 可 ) 
電池 端子 9.0VDO (7 .P 一 16V 接 続 可 ) 
@ 消費 電流 3 
送信 時 日 (13.8V) : 約 1.5A 
(外部 電源 ) 
送信 時 H( 8.HV) : 約 0.9A 
(電池 端子 ) 
送信 時 M : 約 0.BA 
送信 時 L : 約 0.4A 
受信 待ち 受け 時 : 約 55m ム ん 
バッ テリ ー セ ー プ 時 平均 : 約 65mA 
@ 接地 方 式 : マイ ナス 接地 
寸法 ( ツ x ロ ロロ ) | 5HX11BX37mm 
き 有 量 : 3BH 到 
* マイ クロ ホン イン ピー ダン ス : EkO 


画 送 信 部 
@ 送信 出力 
昌 13.8V(DD IN 薄 子 ): 5W 
H 8.0V( 電 池 負 子 7) 約 8.BW 
M: 約 1W 
し : 約 806rmmW 
変 調 方 式 リア クタ ンス 変調 
最大 周 数 偽 移 : 士 5KH ラ 
スプ リア ス 侍 映 強 彦 : 一 BOB 以下 


画 受 人 部 

受信 万 式 : ダブ ルス ー バ パー ヘテロ ダイ ン 
征 ! 中 間 周 波数 : 30.85MH ァ 
第 で 中 間 周 波数 : 455kHZ 

受信 感 戻 (Ie6HB お INAD) 
メイ ン バ ン ド : 一 1BdBz 以 下 


(0D.16gV) 
サブ バン ド  : 一 1HdBa 以 下 
(UHF) (0.38zV) 
きゃ スケ ル チ 感 度 : 一 0dBz 以 下 
(メイ ン バ ン ド ) (h.1zV) 
泡 周 波 出 力 : g0HmW 以 上 
(10 喝 ひずみ 時 ) (BOO) 負荷 


※JAIA( 日 本 アマ チュ ア 無 線 携 器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 で 測定 し た も の で す 。 (一 部 社内 測定 法 を 含む 。) 
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本 社 ・ 大 阪 支 寺 〒540 大 塊 市 中 思 攻 減 見 
東 京 支 甘 〒| 加 東京 郡 父島 区 齋 池 袋 
息 周 営業 所 〒6EO れ 幌 正中 央 区 北 一 擬 
仙台 営 新 所 〒3BU 仙 台 市 青菜 区 一 番 
名 古屋 営業 所 〒4GOD 名 古屋 古 中 家 栄 ?- 
広島 営業 所 〒73H 広 岩 記 中 区 砲 
福岡 宮藤 所 〒BIg 福 芝 市 博多 区 陽 色 駅 両 
に ーーー 修 
ラフ リー ダイヤル 


全 当 どこ か ら で も 無 た で 、 ゼ ービス 訟 口 に つなが り ま す 。 受付 抹 間 /10 : OHC17 に 0 (月 曜 一 査 緯 、 移 祭日 は 区 


素 日 = 加 0180-464-007 


丁 


フリ ー ダ イヤ ル 
日 本 gg 1 本 -454-0D9 


谷 6 -94-814D(R 表 ) 
合 03-9E83-351 (代表 ) 
僅 1-E31-778【 代 表 ) 
全 HGP-E21-dP2D( 代 表 ) 
谷 U5E-E12-]541 7 代表 ) 
全 [B2-E22-1P84 (代表 ) 
全 09-473-3034 (代表 } 


PS0I77A 


